
中
国
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
管
理

、

小

嶋

正

巳

　
本
稿
は
、
　
集
団
化
さ
れ
て
合
作
社
形
態
を
と
っ
た
中
国
手
工
業
が
さ
ら
に
技
術
革
新
を
軸
と
し
て
工
場
制
工
業
へ
近
代
化
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い

て
、
そ
の
生
産
管
理
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
の
初
歩
的
考
察
で
あ
っ
て
、
後
進
国
の
社
会
主
義
へ
の
移
行
過
程
を
経
営
の
側
面
か
ら

麗
解
す
る
た
め
の
一
連
の
準
備
に
ふ
く
ま
れ
る
。

1

手

工

業

合

作

社

の

『
転
廠
』

　
中
国
手
工
業
と
い
う
ば
あ
い
、
社
会
主
義
改
造
の
第
一
段
階
（
合
作
化
高
潮
）
が
軌
道
に
の
る
以
前
は
、
農
村
副
業
と
し
て
の
家
内
乎

工
業
。
個
人
的
な
小
商
「
阻
生
産
蕎
お
よ
び
修
理
サ
ー
ビ
ス
業
者
・
工
場
制
手
」
業
者
を
総
括
し
て
い
い
、
そ
の
総
数
は
二
〇
〇
〇
万
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
専
業
の
手
工
業
者
八
〇
〇
万
人
）
を
か
ぞ
え
て
い
た
。
新
中
国
成
立
後
、
国
民
経
済
回
復
期
（
一
九
五
〇
～
五
二
年
）
か
ら
第
一
次
五

力
年
計
画
（
五
三
～
五
七
年
）
の
時
期
に
お
け
る
手
⊥
業
の
社
会
主
義
改
造
は
、
そ
の
性
質
と
規
模
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
異
な
る
み
ち

を
と
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
農
村
副
業
と
し
て
の
家
内
手
工
業
は
、
そ
の
大
部
分
が
農
業
生
産
合
作
社
に
包
括
さ
れ
、
ま
た
一
定
以
上
の

規
模

を
も
つ
工
場
制
手
工
業
は
公
私
合
営
企
業
↓
国
家
資
本
主
義
企
業
の
路
線
に
く
み
こ
ま
れ
、
主
と
し
て
個
人
手
旺
業
の
形
態
を
も
つ

も
の
が
手
工
業
合
作
社
に
紅
織
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
が
軌
道
に
の
っ
て
か
ら
は
、
中
国
手
工
業
と
い
う
ば
あ
い
、
通
常
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こ
の
手
工
叢
．
作
社
に
組
織
さ
れ
た
手
工
響
を
さ
し
て
い
う
ゼ

　
こ
の
手
工
業
合
作
社
の
発
展
情
況
は
h
表
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
一
九
五
四
年
の
過
渡
期
の
総
路
線
が
確
立
さ
れ
た
時
期
、
お
よ
び
五

五
年
後
半
か

ら
五
六
年
に
か
け
て
の
社
会
主
義
高
潮
の
時
期
に
飛
躍
的
に
発
展
し
て
お
り
、
五
六
年
中
に
中
国
の
個
人
手
工
業
の
手
工
業

況情展発の社作合業工手
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19

発
展

し
て
き
た
も
の
だ
か
ら
、
中
国
経
済
の
他
の
側
面
の
後
進
姓
の
克
服
と
き
り
は
な
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ら
は
、
そ
の
長
い
歴
史
と
伝
統
と
広
汎
な
分
布
と
多
種
多
様
な
形
態
で
人
民
大
衆
の
日
常
生
活
の
便
宜
と
密
着
し
て
存
在
し
て
お
り
、

合
作
社
へ
の
編
成
替
は
基
本
的
に
完
ヱ
し
た
。
こ
の
ア
」
業
合
作
化
は
、
農
業
合
作
化
お
よ
び
資
本

主
義
企
業
の
公
私
合
営
化
と
歩
調
を
あ
わ
せ
て
い
る
点
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
戦
略
目

標

は
小
私
有
制
を
中
小
規
模
の
集
団
所
有
制
に
改
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
手
工
業
の
分
散

的
。
盲
口
的
・
保
守
的
な
偉
格
を
改
善
し
て
生
産
力
を
た
か
め
、
同
時
に
小
商
品
生
産
か
ら
資
本
制

生
産
へ
の
発
展
の
萌
芽
を
つ
み
と
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
合
作
化
は
、
手
に
業
の
社
会
主
義
改
造
の
い
わ
ば
第
一
段
階
に
す
ぎ
な
い
。
　
本

来
、
手
工
業
の
普
遍
的
な
存
在
自
体
が
、
　
経
済
の
い
ち
じ
る
し
い
後
進
性
の
表
徴
で
あ
る
。
　
そ
れ

故
、
大
部
分
の
手
工
業
は
、
早
晩
自
己
を
否
定
し
て
手
工
業
の
範
疇
か
ら
脱
却
し
、
近
代
工
業
へ
と

新
生
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
に
と
も
な
い
中
小
規
模
の
集
団
所
有
制
か
ら
全
人
民
所
有

制
へ
と
移
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
手
⊥
業
か
ら
近
代
工
業
へ
の
脱
皮
・
集
団
所
有
か
ら
全
人

民
所
有
制
へ
の
移
行
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
生
産
規
模
の
集
申
拡
大
と
生
産
技
術
の
革
新
H
機

械
化
が
軸
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
上
述
の
よ
う
に
中
国
の
手
工
業
は
中
国
経
済
の
後
進
性
を
基
盤
に
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ま
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か
れ
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の

結
合

を
無
視
し
て
近
代
化
を
お
し
す
す
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
結
合
の
形
態
は
、
通
常
き
わ
め
て
分
散
的
・
個
別
的
・

流
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
零
細
な
一
つ
一
つ
の
点
が
全
体
と
し
て
は
強
固
な
網
の
目
に
編
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
単
純
な
技

術
的
観
点
か

ら
集
巾
さ
れ
機
械
化
さ
れ
た
近
代
工
業
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
代
替
さ
れ
え
な
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
r
王

業
の
止
揚
は
、
人
民
の
日
常
生
活
と
の
結
合
に
お
け
る
積
極
面
を
保
存
し
な
が
ら
の
近
代
化
と
い
う
特
殊
な
制
約
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

つ

ぎ
に
こ
の
よ
う
な
手
祀
業
合
作
化
以
後
に
お
け
る
社
会
主
義
改
造
の
み
ち
す
じ
を
す
こ
し
あ
と
ず
け
て
み
よ
う
。

（
イ
）
生
産
力
の
発
展
－
技
術
革
新

　
生
産
の
技
術
的
観
点
か
ら
い
え
ば
、
手
工
業
合
作
社
の
七
〇
～
八
〇
％
が
半
機
械
化
・
機
械
化
の
方
向
へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
の
こ
り
の
二
〇
～
二
〇
％
は
主
と
し
て
伝
統
的
な
美
術
工
芸
手
工
業
あ
る
い
は
人
民
生
活
と
直
結
し
た
サ
ー
ビ
ス
的
性
格
の
手
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

業
で
あ
っ
て
、
機
械
化
が
か
な
り
困
難
な
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
機
械
化
可
能
部
分
の
早
急
な
機
械
化
は
、
手
工
業
が
近
代
工
業

に

脱
皮

し
、
全
人
民
所
有
の
社
会
主
義
工
業
に
編
人
さ
れ
る
た
め
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
り
、
ま
た
社
会
主
義
完
成
の
た
め
の
歴
史
的
必

然
で

も
あ
る
が
、
中
国
に
お
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
済
発
展
の
現
実
の
条
件
か
ら
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
手
工
業
生
産
力
の
飛
躍
的
増

強
が
、
当
面
の
重
要
か
つ
緊
急
の
任
務
と
し
て
要
詰
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

（a
）

農
業
生
産
部
門
の
技
術
改
良
に
と
も
な
う
任
務
i
農
業
生
産
に
お
け
る
四
化
運
動
（
水
利
化
・
電
気
化
・
機
械
化
。
化
肥
化
）

の

発
展
普
及

は
、
手
工
業
か
ら
各
種
の
改
良
農
具
・
新
式
農
具
・
簡
単
な
水
利
機
械
・
電
気
器
具
の
大
量
供
給
を
要
求
し
た
。

（
b
）
農
業
生
産
力
の
増
大
に
と
も
な
う
任
務
－
手
五
業
に
対
し
、
大
量
の
農
痙
物
の
加
丁
」
・
処
理
、
た
と
え
ば
製
粉
。
搾
油
等
の
能

力
の
飛
躍
的
増
大
を
要
求
し
、
ま
た
そ
の
た
め
の
簡
単
な
機
械
設
備
の
補
給
を
要
求
し
た
。
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中
国
手
工
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合
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転
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期
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け
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生
κ
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一
一
ご
一
（
一
↓
六
八
）

　
（

c
）
農
村
に
お
け
る
労
働
力
の
不
足
が
、
従
来
農
村
の
家
内
副
業
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
た
農
民
の
日
常
生
活
必
需
砧
、
た
と
え
ば
作

　
業
衣
の
仕
立
や
製
靴
び
を
手
に
業
轟
門
か
ら
の
供
給
に
あ
お
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

（
d
）
農
民
の
所
得
水
濫
の
向
ヒ
は
、
大
硅
の
目
川
晶
．
需
要
を
ひ
き
お
こ
し
た
。

　
こ
の
よ
う
砿
情
況
は
、
第
一
次
κ
力
年
計
画
の
，
収
終
年
圧
ピ
年
の
『
醒
風
運
動
」
所
維
備
段
階
と
し
て
、
五
八
年
の
『
工
，
反
業
生
雇
人
躍

　
進
』
の
過
程
の
中
で
急
激
な
高
ま
り
を
み
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
e
）
こ
の
農
業
部
門
か
ら
の
屡
求
と
同
時
に
、
に
裳
部
門
か
ら
も
f
工
業
生
産
力
増
強
の
圧
力
が
か
か
っ
て
く
る
。
　
『
四
個
併
挙
』
の

・

方
針
に

よ
る
地
方
E
業
お
よ
び
中
小
型
に
業
の
発
展
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
地
方
r
業
・
小
型
⊥
業
の
底
辺
に
直
接
く
み
こ
ま
れ
て
い
る
比

　
較
的
人
規
模
の
手
L
業
だ
け
で
な
ノ
＼
孤
列
化
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
下
請
手
L
業
ま
で
こ
の
政
染
は
滲
透
せ
し
め
ら
れ
た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

④

　
　
こ
の
よ
う
な
f
⊥
業
生
庄
力
の
増
強
は
、
単
に
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
　
『
社
へ
A
主
義
高
返
度
発
辰
路
線
』
を
確
保
す
る
恒
久
的
な

　
条
件
の
一
つ
と
し
て
の
要
求
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
要
求
さ
れ
る
生
．
圧
力
増
強
の
，
賦
は
、
現
有
生
．
圧
力
の
操
業
反
を
．
U
め
あ
る
い
は
労
働
を

　
強
化
す
る
だ
け
で
は
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
　
必
然
的
に
手
L
裳
律
脈
力
の
質
を
改
溌
し
、
　
ひ
い
て
は
そ
の
生
．
圧
閃
係
の
改
遊
ま
で
発
辰
す

　
る
こ
と
が
不
呵
避
と
な
る
。
か
く
て
、
｛
，
醗
情
勢
の
厄
展
・
五
八
年
の
『
L
農
業
生
産
大
躍
進
』
が
、
手
工
業
の
技
術
畔
新
1
1
近
代
化
の

　
歴
史
的
必
然
性
を
昭
差
の
問
題
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
　
『
大
躍
進
」
に
対
応
す
る
f
E
業
生
産
一
，
同
の
増
人
。
五
八
年
の
前

　
　
　
　
　
　
⑤

年
比
五
〇

％

増
大
の

す
べ
て
が
、
技
術
．
卑
新
の
成
果
と
は
6
え
ら
れ
な
い
、
現
に
、
　
一
部
の
地
域
で
無
理
な
労
働
時
間
の
延
長
や
休
日
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
勤
等
の
労
働
強
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
正
確
な
資
料
は
な
い
に
し
て
も
、
た
と
え
ば
五
七
年
に
お
け
る
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
手
工
業
合
作
社
保
有
の
機
械
設
備
五
万
台
は
五
八
年
九
月
ま
で
に
八
万
台
に
増
加
し
て
い
る
し
、
ま
た
つ
ぎ
に
の
べ
る
『
転
廠
』
　
（
⊥
場

〆
制
形
態
へ
の
移
行
）
の
発
辰
情
況
が
r
E
業
合
作
社
の
機
械
化
を
あ
る
在
度
推
測
さ
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
手
に
実
的
抄
術
水
準
の
ま
ま



で
の

『
転
廠
』
は
無
息
味
で
あ
り
、
『
転
廠
』
し
た
合
作
社
は
、
種
皮
の
差
は
あ
れ
一
応
桟
械
化
の
過
程
を
と
お
っ
た
も
の
と
み
β
れ
る

か

ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
な
お
、
こ
こ
で
注
口
す
べ
き
こ
と
は
、
手
工
叢
合
作
社
の
機
械
化
過
梶
は
原
則
的
に
自
己
の
畜
積
だ
け
で
ま
か
な
わ
れ
、
国
家
の
．
旧
按

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

的

な
資
金
援
助
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
機
械
化
の
質
が
『
土
法
上
馬
・
土
洋
結
合
』
形
態
で
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
機
械
化
可
能
な
手
に
嚢
に
つ
い
て
は
、
　
五
八
～
六
〇
年
の
い
わ
ゆ
る
　
『
匡
、
節
三
年
』
の
期
間
肉
に
そ
の
完
r
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ざ
し
、
き
わ
め
て
恵
テ
ン
ポ
で
手
に
業
近
代
化
の
奴
術
的
基
礎
を
固
め
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

（
口
）
生
産
関
係
の
改
逡
　
　

『
転
廠
』

　
手
に
業
合
作
社
の
社
会
主
浅
改
造
は
、
終
局
的
に
は
全
人
民
所
有
制
へ
の
移
．
行
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
披
術
直
霜
ー
生
産
力
鎚

強
は

そ
の
物
質
、
的
土
台
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
八
年
の
『
大
躍
進
」
を
と
お
し
て
築
か
れ
た
物
買
的
条
件
に
照
応
し
て
、
手
に
裳
合

作
社

は
、
い
く
つ
か
の
路
線
に
そ
い
壁
階
を
お
っ
て
中
小
規
模
の
隼
団
所
有
制
の
枠
を
打
破
し
て
い
く
。
も
と
も
と
、
こ
の
方
向
は
、
中

共
八
全
大
会
筆
一
次
会
議
に
お
い
て
『
一
詔
の
合
作
社
組
織
は
適
当
な
条
件
の
も
と
に
凶
営
企
．
札
に
発
展
す
る
か
、
あ
る
い
は
圃
営
企
業

に

編
人

さ
れ
、
一
部
は
長
期
に
わ
た
り
生
産
手
段
の
年
団
所
有
制
を
保
持
し
、
ま
た
他
の
一
部
の
組
織
は
社
ム
主
義
的
管
理
の
も
と
で
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
六
年
に
こ
の
乃
釧
が
う
ち
だ
さ
れ
て
か
ら
も
、
そ

立
採
卵
制
の
経
v
万
式
を
保
持
す
る
』
と
明
確
に
う
ち
だ
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
し
、

の

物
質
的
上
台

で

あ
る
技
術
革
新
”
生
門
力
増
強
の
実
績
が
と
も
な
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
若
「
の
モ
デ
ル
が
弐
験
的
に
設
定
さ
れ
た
だ

け
で
発
展
し
な
か
っ
た
が
、
五
八
年
の
『
人
躍
進
』
を
契
授
と
し
、
そ
れ
を
物
暫
、
的
土
台
と
し
つ
つ
、
　
生
産
開
係
の
改
造
　
　
『
転
廠
』

の

高
潮
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

　
　
　

中
国
手
工
嚢
合
作
杜
の
『
伝
廠
」
期
に
お
け
る
生
ド
戸
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
三
（
二
六
九
）



　
　
　

巾
国
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
」
期
に
お
け
る
生
産
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
（
二
七
〇
）

　

『
転
廠
』
の
主
、
要
な
形
式
は
三
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

（a
）

一
っ

は
、
技
術
革
新
ー
機
械
化
が
十
分
に
達
成
さ
れ
、
そ
れ
を
条
件
に
直
接
地
方
国
営
工
業
へ
移
行
す
る
形
式
が
あ
る
。
合
作
化

以
後
、
f
工
業
は
収
購
・
経
錆
あ
る
い
は
加
⊥
・
訂
貨
・
統
購
・
包
鎗
等
の
各
種
の
か
式
を
と
お
し
て
悶
営
企
業
に
対
す
る
系
列
化
が
不

断
に
お
し
す
す
め
ら
れ
、
五
七
～
五
八
年
に
は
手
工
業
合
作
社
は
完
全
に
地
方
国
営
工
業
の
基
盤
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
た
と
宜
ば
、

手
工
業
合
作
社
生
産
高
の
地
方
工
業
総
生
産
高
に
し
め
る
比
率
は
五
七
年
で
約
三
〇
％
、
県
以
ド
の
単
位
に
つ
い
て
い
う
と
八
〇
％
以
上

と
み
ら
れ
て
お
り
、
金
国
で
約
一
〇
万
の
合
作
社
の
巾
、
五
七
年
末
で
地
方
国
営
企
業
な
み
の
扱
術
水
準
と
機
械
設
備
を
も
つ
も
の
は
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪

二
、
○
○
○
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
五
七
年
『
四
個
併
挙
』
の
方
針
が
う
ち
だ
さ
れ
た
さ
い
、
こ
れ
ら
の
下
工
業
合
作
社
の
潜

在
的
生
産
力
が

地
方
国
営
工
業
発
展
の
最
も
強
力
な
支
柱
と
し
て
着
目
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
一
〇
省
の
不
完
全
な
統
計
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫

五
八
年
一
〇
月
ま
で
に
合
作
社
か
ら
国
営
工
業
に
移
行
し
た
も
の
四
一
二
九
社
・
四
二
万
四
九
五
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
b
）
つ
ぎ
に
、
同
一
地
域
・
同
一
業
種
の
い
く
つ
か
の
合
作
社
が
聯
社
紅
織
の
形
態
で
合
併
し
て
E
場
制
生
産
を
は
じ
め
、
大
集
団
所

有
制
へ
移
行
し
、
巾
小
規
模
集
団
所
有
制
の
限
界
を
打
破
す
る
形
式
が
あ
る
。
同
じ
一
〇
省
の
不
完
全
統
計
で
は
、
五
八
年
一
〇
月
ま
で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
⑬

に

五
七
三
一
社
・
三
九
万
二
一
七
九
人
が
合
作
工
場
へ
転
化
し
て
い
る
。

（

c
）
さ
ら
に
、
人
民
公
社
の
工
業
部
門
に
編
人
さ
れ
る
形
式
が
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
人
民
公
社
は
、
ご
く
一
部
の
試
行
的
な
一
県

一
社
を
の
ぞ
い
て
、
大
部
分
が
一
郷
（
村
）
　
一
社
の
組
織
で
あ
り
、
郷
範
囲
の
凝
済
力
は
全
部
公
社
に
集
中
さ
れ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て

農
村
に

散
在

し
そ
の
経
営
範
囲
が
郷
を
超
え
な
い
・
あ
る
い
は
聯
社
に
組
織
さ
れ
る
条
件
が
な
い
小
規
模
手
工
業
合
作
社
は
、
す
べ
て
人

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
⑭

民
公
社
に

吸
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
統
計
に
よ
れ
ば
、
し
．
．
．
八
一
社
・
ニ
ゴ
、
万
二
七
四
一
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
人
民
公
社
の
急

速

な
充
展
と
そ
の
紅
織
原
則
か
ら
し
て
、
農
村
地
域
の
中
小
規
模
f
L
業
合
作
社
は
、
五
八
年
中
に
す
べ
て
人
民
公
社
に
吸
集
さ
れ
て
基



本
的
に

消
滅

し
た
も
の
と
推
定
し
て
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
み
ぎ
に
引
川
し
た
不
完
全
統
計
か
ら
計
算
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
に
く
み
い
れ
ら
れ
た
合
作
社
の
一
社
当
り
社
員

数
、
　
（
a
）
九
九
・
七
人
（
b
）
六
八
・
四
人
（
c
）
三
一
・
五
人
に
よ
っ
て
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
比
較
的
大
規
模
な
技
術

水
準
の

高
い
合
作
社
は
単
独
に
地
万
国
営
工
業
に
く
み
い
れ
ら
れ
、
巾
規
模
の
も
の
は
合
併
”
聯
社
組
織
に
よ
る
合
作
L
場
に
、
小
規
模

の

も
の
は
人
民
公
社
へ
吸
集
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
況
か
ら
み
れ
ば
、
従
来
の
乎
工
業
合
作
社
の
中
小
規
模
集
団
所
有
制
の
限
界
は
、
急
速
に
払
拭
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
。
地
方
国
営
工
業
へ
移
行
し
た
も
の
は
、
　
た
し
か
に
技
術
的
に
は
手
工
業
範
疇
か
ら
の
脱
却
と
い
え
る
し
、
　
所
有
制
の
襯
点
か

ら
は
全
人
民
制
へ
移
行
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
聯
社
形
式
の
合
作
工
場
へ
移
行
し
た
も
の
は
、
ま
だ
集
団
所
有
制
の
範
躊
内
に
は

あ
る
が
、
生
産
の
計
画
化
お
よ
び
利
潤
分
配
の
面
で
全
人
民
所
有
制
へ
の
過
渡
的
な
萌
芽
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
県
単
位
の

聯
社
で

は
、
そ
の
生
産
計
画
は
地
方
人
民
政
府
の
綜
合
的
な
経
済
計
画
と
ほ
と
ん
ど
直
接
的
に
結
合
せ
し
め
ら
れ
る
し
、
利
潤
分
配
に
つ

い
て

い

え
ば
、
国
営
搬
業
と
同
じ
よ
う
に
、
税
と
し
て
で
は
な
く
利
潤
を
そ
の
ま
ま
地
方
政
府
に
上
納
し
、
地
方
政
府
財
政
と
直
接
結
含

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
て
い
る
例
が
あ
り
、
そ
の
ば
あ
い
は
、
合
作
工
場
と
い
っ
て
も
地
方
政
府
工
業
部
が
実
質
的
な
支
配
権
を
掌
握
し
う
る
て
あ
ろ
う
。
ま

た
人
民
公
社
に
編
入
さ
れ
た
も
の
は
、
人
民
公
社
の
他
の
生
産
諸
部
門
と
結
合
し
て
統
一
的
に
管
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
管
理
権
は

郷
政
権

と
合
一
し
て
新
し
い
性
格
を
も
ち
、
従
来
の
ま
ま
の
集
団
所
有
制
の
枠
は
と
り
は
ら
わ
れ
る
。
い
ず
れ
の
形
式
に
よ
っ
て
『
転
廠
』

す
る
に
し
て
も
、
巾
小
規
模
の
集
団
所
有
制
の
特
徴
で
あ
っ
た
『
労
働
分
紅
制
」
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
、
賃
金
制
度
が
こ
れ
に
と
っ
て
か

わ
り
、
従
来
の
手
工
業
者
は
実
質
的
な
労
働
者
に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
生
産
関
係
の
変
化
の
物
質
的
十
台
と
な
っ
て
い
る

生
産
規
模
の

拡
大

お
よ
び
往
産
技
術
の
革
新
μ
機
械
化
は
、
生
産
の
恣
意
性
・
盲
日
性
を
排
除
し
、
ま
た
管
理
技
術
の
向
ヒ
・
管
理
の
ヨ

　
　
　

巾
園
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
（
二
七
一
）



　
　
　
中
国

下
柔
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
塵
．
冒
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
（
二
七
二
）

リ
厳
．
出
な
頴
織
化
と
計
画
化
を
要
求
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
が
た
だ
ナ
に
手
工
業
自
体
の
消
滅
や
全
人
民
所
有
制
へ
の
移
．
打
の
完

了
を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
け
れ
ど
も
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
経
営
管
理
の
内
容
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
ハ
）　
『
転
廠
』
政
策
に
お
け
る
弾
力
性

　
中
国
手
工
y
は
、
中
国
経
済
の
後
進
性
の
克
服
の
た
め
に
急
謹
な
近
代
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
他
方
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た

と
お
り
そ
の
伝
統
的
形
態
が
大
衆
生
活
に
密
着
し
て
お
の
、
近
代
化
”
『
転
廠
』
過
羅
に
お
い
て
、
つ
ね
に
こ
の
点
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ

な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
五
八
年
の
『
工
農
業
人
躍
進
」
が
千
工
業
の
恵
速
な
律
．
厘
力
増
大
↓
技
術
ト
新
↓
近
代
化
を
要
請
し
、
　
『
転
廠
」
一
，
同
潮
の

現
象

を
ひ
き
お
こ
し
た
の
で
あ
っ
が
、
こ
の
『
転
廠
』
の
画
一
的
指
導
の
欠
陥
が
大
衆
生
活
と
の
結
合
面
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
る
結
果
と
な

り
、
充
八
年
末
か
か
ら
五
九
年
前
⊥
に
か
け
て
若
干
の
緊
張
が
表
面
化
し
た
。
つ
ま
り
、
手
⊥
業
に
お
け
る
潜
在
的
生
産
力
の
発
掘
が
生

産
財
生
雇
部
凹
へ
傾
斜
さ
れ
、
従
来
消
貴
材
・
特
に
大
衆
の
口
常
生
活
必
需
晶
を
生
．
圧
し
て
い
た
部
分
ま
で
が
、
　
『
転
廠
」
過
程
を
と
お

し
て
生
産
財
生
産
部
門
へ
伝
換
さ
せ
ら
れ
た
た
め
に
　
　
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
が
『
大
躍
進
』
の
テ
コ
と
な
っ
た
と
も
い
え
る
の
だ
が

　
　
、
ま
た
他
方
で
は
国
民
購
，
貝
力
の
急
増
と
あ
い
ま
っ
て
、
従
来
r
L
業
が
供
給
し
て
い
た
口
川
生
活
必
需
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
が

不
足
す
る
と
い
．
7
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
弘
、
あ
る
。
た
と
え
ば
、
卜
海
市
の
軽
L
業
（
紡
織
を
の
ぞ
く
）
の
五
九
年
一
～
五
月
の
生

産
額

は
、
前
年
同
期
と
く
ら
べ
て
三
四
％
増
人
し
て
い
る
が
、
　
同
一
時
期
・
同
一
墾
m
に
対
す
る
小
、
ル
額
は
四
一
％
の
増
大
を
み
て
い

　
⑯

る
。
こ
の
よ
う
な
不
均
衡
は
、
農
村
地
域
に
お
い
て
は
、
人
民
公
社
化
．
且
動
の
高
潮
と
関
連
し
て
も
っ
と
大
き
く
深
刻
で
あ
っ
た
と
想
像



愉

さ
れ
る
。
生
産
と
需
要
の
絶
対
額
か
ら
不
均
衡
が
生
じ
た
だ
け
で
な
く
、
ま
た
特
に
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
手
工
業
の
多
種
多
様
な
形
態
で
の

大
衆
生
活
と
の
癒
着
を
無
視
し
た
合
作
社
規
模
の
拡
大
・
集
巾
の
傾
向
が
、
み
ぎ
の
不
均
衡
を
ヨ
リ
困
難
な
も
の
に
し
た
。
こ
の
点
は
、

『
転
廠
』
高
潮
と
い
う
運
動
形
態
の
な
か
で
は
、
直
接
に
具
体
的
数
字
的
な
も
の
と
し
て
で
て
こ
な
い
で
実
質
的
に
日
常
生
活
の
便
宣
を

制
約
し
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
大
衆
運
動
の
精
神
的
緊
張
に
よ
つ
て
み
す
ご
さ
れ
が
ち
な
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
手
工
業
近
代
化
と

い

う
躍
進
路
線
と
一
面
で
は
矛
盾
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
　
『
転
廠
』
過
程
に
お
い
て
当
初
か
ら
指
標
を
た
て
て
計
画
的
に
調
整

し
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
実
際
聞
題
と
し
て
、
そ
の
解
決
に
試
行
錯
誤
的
な
方
法
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
、
あ
る
程
度
や
む
を
え

な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
最
初
の
大
が
か
り
な
調
整
が
、
日
用
小
商
晶
の
生
産
増
大
と
人
衆
生
活
と
密
着
し
た
形
態
の
手
工
業
の
回
復
と
い
う
呼
び
か
け
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑰

も
と
に
、
五
九
年
六
月
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
『
統
簿
兼
顧
・
全
面
按
排
』
を
基
本
方
針
と
し
、
手

工
業
小
商
品
の
晶
種
の
豊
富
化
・
質
お
よ
び
量
の
確
保
を
基
礎
に
し
て
、
そ
の
上
に
工
農
業
生
産
資
材
・
輸
出
品
お
よ
び
目
常
生
活
消
費

物
資
を
『
兼
顧
』
し
、
ま
た
高
級
・
精
密
・
大
型
の
生
産
と
低
級
・
粗
製
・
小
型
の
生
産
を
『
兼
顧
』
し
つ
つ
、
　
『
転
廠
』
政
策
の
遂
行

に

弾
力
姓

を
も
た
せ
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
最
も
早
急
に
手
r
業
の
近
代
化
を
推
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
整
運
動

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
－
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の

た
め
に
、
具
体
的
に
は
つ
ぎ
の
四
つ
の
政
策
が
準
備
さ
れ
、
実
施
さ
れ
つ
の
ノ
あ
る
。

（a
）　
『
帰
』
ー
1
他
の
大
規
模
企
業
に
編
人
さ
れ
た
も
の
。
あ
る
い
は
自
力
で
『
転
廠
』
し
た
手
工
業
の
う
ち
、
手
工
業
的
生
産
が
必

要

と
み
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
条
件
に
応
じ
て
手
に
業
形
態
に
復
帰
さ
せ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
手
工
業
形

態
に
復
帰
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
以
前
の
手
⊥
業
合
作
社
時
代
に
生
産
し
て
い
た
製
晶
に
生
産
転
換
す
る
か
、
あ
る
い
は
大
衆
の
生
活
に

従
来

ど
お
り
の
便
宜
を
提
供
で
さ
る
よ
う
に
経
営
の
形
態
を
含
理
灼
に
再
調
整
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
　
『
転
廠
』
に
よ
っ
て
噌
大
し
て
い

　
　
　
申
国
手
工
業
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社
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る
労
働
生
座
性
お
よ
び
所
得
水
準
を
切
下
げ
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
　
『
帰
』
政

策
は
、
紐
織
規
模
な
い
し
技
術
水
準
に
お
い
て
従
前
の
r
に
業
へ
目
作
社
へ
の
単
純
な
逆
ね
で
は
な
／
＼
ま
た
手
工
煮
的
生
産
形
態
の
永
久

的
な
保
存
で
は
な
く
、
人
衆
の
消
費
水
準
お
よ
び
消
費
形
態
の
h
、
ぐ
化
と
生
産
力
発
展
の
ず
れ
を
う
め
る
過
渡
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

て

い
る
。

（
b
）
　
「
狸
」
　
　
み
ぎ
の
既
存
誠
備
・
人
1
／
の
旧
f
L
業
生
産
物
お
よ
び
経
営
形
態
へ
の
筏
帰
と
な
ら
ん
で
、
さ
ら
に
必
要
で
あ
れ
ば

手
．
L
業
K
蛎
を
新
設
す
る
。
こ
の
ば
あ
い
も
、
手
王
業
北
代
化
の
原
則
と
対
立
し
な
い
よ
う
配
慮
し
、
　
『
転
廠
」
し
た
旧
手
工
業
を
親
工

妨

と
す
る
子
工
場
あ
る
い
は
衛
星
部
門
と
し
て
新
く
さ
れ
る
。

（
c
）
　
『
整
」
　
　
　
『
転
廠
」
企
業
の
原
有
の
諸
特
性
に
も
レ
」
ず
い
て
合
政
的
な
醇
調
整
を
お
こ
な
い
、
　
『
転
廠
」
後
の
生
産
水
准
－
を
低

下

さ
せ
ず
に
，
田
種
の
増
人
・
質
量
の
改
誇
を
は
か
る
f
段
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
な
る
べ
く
設
備
・
人
員
の
増
加
な
し
で
従

来
の
手
工
果
製
品
の
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
を
日
的
と
す
る
。

（
d
）
　
『
管
」
　
　
手
工
業
部
門
に
対
す
る
行
政
指
專
お
よ
び
終
口
管
理
指
導
の
血
化
の
意
味
で
あ
っ
て
、
省
は
手
工
業
管
理
局
を
．
享

区
は
軽
τ
茉
局
の
な
か
に
r
工
業
課
を
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
博
ん
謹
し
、
既
存
の
と
こ
ろ
は
そ
れ
を
強
化
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
地
域
経

済
計
面

の

な
か
で
手
工
業
生
産
と
人
民
生
活
を
ヨ
リ
厳
賦
に
密
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
家
指
導
を
強
化
し
て
上
述
の
諸
政
策
の
含
輝
的

な
遂
行
を
保
障
す
る
。

　
以

上
、
手
工
巣
合
作
社
は
、
圧
八
年
以
降
の
『
工
農
実
生
．
．
．
、
．
大
薙
進
］
を
物
質
的
⊥
台
と
し
抜
術
革
新
を
軸
と
し
て
、
近
代
化
”
『
転

廠
』
が
お
し
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
過
程
は
、
中
国
手
工
業
の
伝
統
的
・
歴
史
的
な
性
格
か
ら
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
制
約
を
克
服
し
て

い

か
ね

ば

な
ら
な
い
。
　
経
営
管
理
の
面
か
ら
い
う
と
、
　
特
に
独
立
小
商
凸
生
庫
爵
か
ら
労
働
者
へ
の
編
成
替
に
と
も
な
う
生
庫
管
理
紐



織

と
賃
金
制
度
の
確
立
が
そ
の
中
心
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
節
で
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

皿

『
転

廠
』
期
に
お
け
る
生
産
管
理

　
手
工
業
合
作
社
の

『
転
廠
』
過
程
に
お
け
る
生
産
管
理
紅
織
の
改
革
は
、
手
工
業
的
独
立
生
産
か
ら
機
械
制
集
団
生
産
へ
の
飛
躍
に
照

応
す
る
。
五
六
年
の
合
作
化
高
潮
以
後
、
そ
の
準
備
は
、
徐
汝
に
そ
し
て
た
え
ま
な
く
つ
み
か
さ
ね
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

一
般
に
独
立
し
た
個
人
的
生
産
を
集
団
化
す
る
努
力
が
主
で
あ
っ
て
、
手
工
業
生
産
を
工
場
制
生
産
へ
転
化
さ
せ
る
集
中
的
努
力
は
、
『
転

廠
」
期
に
は
じ
め
て
高
潮
す
る
。
個
人
灼
生
産
の
集
団
化
の
ば
あ
い
は
、
そ
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
や
は
り
生
産
管
理
組
織
も
発
展
し
複
雑

化

し
て
い
く
け
れ
ど
も
、
本
質
的
に
は
個
人
手
丁
業
生
産
に
お
け
る
の
と
同
じ
く
生
産
者
の
一
人
一
人
が
自
分
の
作
業
の
進
行
に
責
任
を

も
つ
自
己
管
理
で
あ
っ
て
、
企
業
単
位
の
管
理
組
織
は
そ
の
集
約
と
連
絡
を
請
負
う
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
生
産
過
程
が
機
械
化
さ

れ

集
団
的
手
工
業
生
産
が
工
場
制
生
産
に
転
化
し
て
く
る
と
、
全
体
の
責
任
と
個
人
の
責
任
の
比
重
が
逆
転
し
て
、
企
業
単
位
の
管
理
組

織
が

生
産
の
進
行
を
一
貫
し
て
規
制
し
、
　
生
産
者
一
人
一
人
の
任
務
と
責
任
は
企
業
単
位
の
管
理
組
織
が
確
定
し
割
当
て
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
逆
転
は
、
同
時
に
ま
た
、
合
作
社
の
出
資
者
の
一
員
か
ら
完
全
な
労
働
者
へ
の
転
化
を
も
意
味
す
る
。

　

一
般

に
、
生
産
管
理
組
織
は
、
生
産
力
の
水
準
に
照
応
し
て
発
展
し
、
こ
の
ば
あ
い
は
、
ほ
ば
同
じ
技
術
水
準
に
あ
る
原
来
の
国
営
⊥

場
が

最
も
先
進
的
な
組
織
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
『
転
廠
』
後
は
そ
れ
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
一
挙
に
そ
の
組
織
と
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
一
つ
は
、
生
産
管
理
紅
織
は
、
生
産
手
段
の
物
的
な
管
理

組
織
で
あ
る
と
同
時
に
ま
た
人
間
関
係
の
組
織
で
も
あ
っ
て
、
特
に
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
生
産
力
は
、
単
に
技
術
的
物
質
的
水

　
　
　

中
国
手
工
業
合
作
社
の
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転
廠
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期
に
お
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準
だ

け
で
な
く
直
接
生
産
者
の
意
識
水
準
に
依
存
す
る
度
合
も
人
き
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
ば
あ
い
は
、
前
述
の
よ
う
に
そ
の
経
営
形
態
が

大
衆
生
活

と
密
着
し
て
い
る
と
い
う
伝
統
的
な
性
格
か
ら
の
制
約
が
あ
り
、
ま
た
管
理
技
術
の
面
か
ら
い
っ
て
も
原
来
の
国
営
企
業
の
労

働
者
ほ
ど
十
分
に
は
習
熟
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
r
P
r
業
の
『
転
廠
』
後
の
生
産
管
理
紅
織
の
確
立
は
、
き
わ
め
て
初
歩
的
な
と

こ
ろ
か
ら
一
歩
一
歩
か
た
ち
ず
く
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
単
に
中
小
規
模
経
営
が
機
械
に
よ
っ
て
大
規
模
経
営
に
移
行
す
る
さ
い
に
戸

想

さ
れ
る
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
も
殻
も
煎
要
な
問
題
が
、
生
産
の
ヨ
リ
厳
璽
な

計
画
化
の
た
め
の
集
中
管
理
の
制
度
化
と
そ
の
運
営
の
習
熟
お
よ
び
そ
れ
に
照
応
す
る
賃
金
制
度
の
確
立
で
あ
る
。
　
つ
ぎ
に
、
　
そ
れ
ぞ

れ

に

つ
い

て

の

べ
る
。

（
イ
）
生
産
管
理
組
織
の
確
立
と
計
画
化

　
従
来
の
手
工
業
合
作
社
で
は
、
全
社
員
は
そ
れ
ぞ
れ
直
接
生
産
煮
で
あ
る
と
同
時
に
出
資
首
で
あ
り
、
そ
の
経
営
に
対
し
中
小
規
模
集
団

所
有
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
を
背
景
に
し
た
平
等
の
発
、
丙
権
を
も
っ
て
参
加
し
て
お
り
、
へ
h
社
員
の
討
議
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
お
こ
な
う
こ
と
が

可
能
で

あ
り
、
ま
た
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
、
幹
部
は
こ
の
北
う
な
令
社
員
の
委
任
κ
と
し
て
日
常
業
務
を
処
理
し
て
い
た
。
し
か
し
『
転
廠
』

後
は
、
そ
れ
が
た
と
え
集
団
所
有
制
の
枠
内
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
生
産
過
程
が
機
械
化
さ
れ
分
業
・
協
業
が
合
作
社
時

代
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
く
お
し
す
す
め
ら
れ
て
く
る
と
、
生
産
過
程
を
貫
徹
し
統
一
的
な
指
揮
監
督
権
を
も
つ
管
理
ラ
イ
ン
の
設
定
が
不

酊
避
と
な
り
、
か
つ
管
理
上
の
指
揮
命
令
系
統
の
確
立
は
当
然
幹
部
お
よ
び
特
定
の
責
任
者
に
必
要
な
権
限
を
集
中
す
る
こ
と
に
な
り
、

従
前
の
初
歩
的
な
素
朴
な
形
態
の
直
接
的
経
営
参
加
は
不
可
能
に
な
る
．
し
か
も
、
素
朴
な
人
衆
管
理
・
本
質
的
に
は
白
己
管
理
の
形
態



サ

r

か

ら
管
理
権
の
集
巾
・
ラ
イ
ン
の
確
立
へ
の
移
行
は
、
一
面
で
は
大
衆
の
意
識
水
準
の
向
上
な
し
で
は
や
れ
な
い
し
、
ま
た
他
面
で
は
幹

部
に

従
前

と
は
質
の
ち
が
う
ヨ
リ
高
度
の
経
営
管
理
技
術
が
要
求
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
上
、
　
『
転
廠
』
後
は
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
『
統
一

核
算
』
を
さ
ら
に
一
歩
す
す
め
た
経
営
計
算
を
遂
、
行
し
う
る
よ
う
に
管
理
組
織
の
制
度
化
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
同
時

に
、
そ
の
生
産
は
合
作
社
時
代
よ
り
も
ヨ
リ
密
接
に
国
家
計
画
と
む
す
び
つ
く
の
だ
か
ら
、
管
理
組
織
は
生
産
計
画
が
す
み
ず
み
ま
で
滲

透

す
る
よ
う
保
障
で
き
る
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
客
観
的
な
要
請
に
対
し
、
従
来
と
も
す
れ
ば
機
械
化
の

導
入
↓
経
済
的
基
盤
の
改
造
に
経
営
管
理
技
術
の
向
七
が
照
応
し
て
進
捗
せ
ず
、
こ
の
経
営
技
術
水
準
の
低
位
性
が
逆
に
手
工
業
の
順
調

な
近
代
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
経
営
技
術
水
準
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
　
い
わ
ゆ
る
『
両
参
・
一
改
。
三
結
合
」
　
の
原
則
に
よ
る
管
理
を
基
盤
と
し
て
お
し
す
す

め

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
原
則
は
、
幹
部
が
経
営
と
生
産
の
業
務
に
精
通
し
・
生
産
技
術
を
知
悉
し
・
生
産
現
場
の
具
休
的
情

況

を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
直
接
現
場
の
生
産
労
働
に
参
加
す
る
こ
と
、
同
時
に
労
働
者
は
生
産
現
場
に
お
り
て
き
た
幹
部
を
と
お
し

て

経
営
［
に
積
極
的
に
参
加
し
・
企
業
の
主
人
公
た
る
認
識
と
責
任
感
を
育
成
す
る
こ
と
、
こ
の
幹
部
と
大
衆
の
交
流
か
ら
一
致
し
て
生
産

技
術
あ
る
い
は
経
営
管
理
の
合
理
性
を
追
求
し
・
管
理
ヒ
の
諸
手
続
を
簡
略
化
し
・
労
働
蓄
の
創
意
性
を
直
載
に
経
営
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　

こ
の
原
則
は
、
五
七
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
の
『
整
風
運
動
』
に
お
い
て
、
幹
部
再
教
育
の
立
場
か
ら
う
ち
だ
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

の

一
つ
で

あ
る
が
、
手
工
業
の
『
転
廠
」
過
程
で
の
新
し
い
管
理
制
度
を
確
立
し
て
い
く
に
さ
い
し
て
、
き
わ
め
て
電
要
な
役
割
を
は
た

す
に
い
た
っ
た
。
第
一
に
、
そ
れ
は
、
幹
部
が
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
場
の
技
術
革
新
ー
機
械
化
の
過
程
を
常
時
把
握
し
つ
つ
か
つ

　
　
　

申
国
手
工
業
含
作
社
の
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転
廠
」
期
に
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る
生
産
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理
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二
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二
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七
）
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庫
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一
三
二
（
二
七
八
）

大
衆
の
創
恵
に
依
拠
っ
つ
、
現
実
に
立
脚
し
た
新
し
い
γ
理
体
制
を
徐
徐
に
つ
く
り
あ
げ
て
改
弄
し
て
い
く
こ
と
を
酊
能
に
し
、
ま
た
そ

れ
を
た
え
ず
大
衆
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
管
理
制
度
の
変
化
に
と
も
な
う
摩
擦
や
未
熟
練
を
少
く
す
る
こ
と
が
で
ヤ
、
る
。
第
二
に
、

と
も
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
ば
あ
い
の
制
度
の
改
革
は
非
慮
ギ
的
な
被
雑
化
が
お
こ
な
わ
れ
ヤ
す
い
の
で
あ
る
が
、
許
部
と
労
働
者
の
生
産

現
坊

て
の

直
結

は
、
そ
の
弊
L
の
除
去
に
や
く
だ
ナ
評
理
桟
構
を
極
力
簡
単
な
も
の
に
す
る
条
件
を
保
障
す
る
。
了
r
⊥
業
部
門
は
、
　
『
転

廠
」
後
も
近
代
的
国
営
乍
業
に
く
ら
べ
れ
ば
や
は
り
ず
っ
と
労
働
珪
庄
朝
は
低
い
の
で
あ
り
、
そ
の
克
服
の
罫
段
の
一
つ
と
し
て
、
生
産

過
程
か

ら
離
脱
す
る
幹
部
を
で
き
る
だ
け
少
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
幹
部
の
直
抜
牛
産
参
加
の
義
務
ず
け
↓
管
理
機
構

の

簡
素
化
が
こ
の
日
的
達
成
の
最
も
有
力
な
．
叉
柱
と
な
る
。

　
み

ぎ
の
よ
う
な
具
体
的
方
法
に
よ
っ
て
、
し
だ
い
に
自
．
d
管
理
が
統
一
管
理
に
転
換
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
問
題
は
、

計
画
生
産
の
組
織
を
制
度
化
す
る
こ
と
・
計
画
管
押
制
反
の
確
立
強
化
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
計
画
生
産
自
休
は
『
転
廠
」
後
突
然
に

提
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
個
人
的
生
．
圧
が
合
作
化
さ
れ
た
当
初
か
ら
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
し
て
機
会
あ
る
ご
と
に
そ
の
強
化
が
要

請

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
　
デ
r
L
業
生
．
圧
に
お
け
る
計
画
生
．
圧
と
工
場
制
生
．
匠
に
お
け
る
そ
れ
と
は
、
　
管
理
技
術
の
面
か
ら
い
え
ば

質
的
に

異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
手
r
業
生
、
．
厘
に
お
い
て
は
、
生
．
匹
の
凋
節
が
あ
る
程
度
臨
機
応
吸
に
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
、

計
画
は

短
期
の

み

と
お
し
の
上
に
た
て
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
管
理
は
経
験
を
よ
り
ど
こ
つ
と
し
て
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
、
し
か
し

機
械
化
が
進
行
し
有
機
的
構
成
反
が
．
同
く
な
っ
て
く
る
と
、
操
巣
反
と
原
価
の
関
連
か
ら
計
、
画
は
．
長
期
の
み
と
お
し
の
L
、
に
た
て
な
け
れ

ば

な
り
ず
、
そ
の
管
理
は
客
観
的
科
学
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
特
に
、
　
『
転
廠
』
に
よ
っ
て
そ
の
生
．
座
高
が
工
業
総
生
、
底
高
中

に

少
な
か
ら
ぬ
比
率
を
し
め
ヌ
よ
う
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
生
．
臣
が
ほ
と
ん
ど
直
候
に
国
家
計
画
と
結
合
せ
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
な



る
と
、
こ
の
要
請
は
き
わ
め
て
厳
重
か
つ
緊
急
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
計
画
管
理
が

合
作
社
時
代
の
初
歩
的
・
経
験
的
な
も
の
か
ら
工
場
化
さ
れ
た
基
盤
に
適
応
す
る
よ
う
強
化
さ
れ
る
の
は
、
通
常
二
つ
の

側
面
か

ら
お
こ
な
わ
れ
る
。
一
つ
は
管
理
計
画
編
成
の
精
密
厳
重
化
、
つ
ま
り
企
業
に
あ
た
え
ら
れ
た
生
産
目
標
を
企
業
内
の
管
理
諸
部

門
に
分
割
し
そ
れ
ぞ
れ
が
有
機
的
関
連
を
も
ち
な
が
ら
全
生
産
要
素
を
合
理
的
能
率
的
に
動
員
で
き
る
よ
う
な
管
理
部
門
別
計
画
を
編
成

す
る
機
関
と
機
能
の
強
化
で
あ
り
、
も
う
一
つ
に
は
そ
の
遂
行
を
保
障
す
る
指
揮
命
令
系
統
の
確
立
・
お
よ
び
そ
の
成
果
を
点
検
す
る
管

理
手
段
の
整
備
で
あ
る
。

　
管
理
計
画

は
、
そ
の
企
業
の
業
種
・
規
模
・
機
械
化
の
程
度
等
に
よ
っ
て
当
然
ち
が
っ
て
く
る
が
、
そ
の
中
で
も
比
較
的
高
い
水
準
で

『
転
廠
』
し
た
も
の
は
、
数
百
人
の
規
模
の
地
方
国
営
工
業
に
準
ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ば
あ
い
、
管
理
計
画
は
、
生
産
計
画
・

原
材
料
供
給
計
画
・
製
品
販
売
計
画
・
財
務
（
資
金
）
計
画
・
原
価
計
画
・
労
働
お
よ
び
賃
金
計
画
等
の
各
部
門
別
計
画
と
そ
れ
ら
を
有
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

的
に

関
連
さ
せ
全
体
を
統
一
的
に
把
握
し
う
る
よ
う
な
一
覧
表
（
綜
合
計
画
）
と
か
ら
な
る
。
い
ま
『
転
廠
』
手
工
巽
の
先
進
的
標
準
と

い

う
観
点
か
ら
、
み
ぎ
の
部
門
別
計
画
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ふ
れ
て
み
る
。

（a
）
生
産

汁
画
i
部
門
別
諸
計
画
の
う
ち
最
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
　
そ
の
他
の
計
画
は
全
部
こ
れ
を
基
礎
に
し
て
編
成
さ
れ

る
。
生
産
計
画
は
、
当
該
計
画
期
間
の
総
生
産
任
務
、
つ
ま
り
生
産
総
額
。
生
産
量
。
製
品
の
品
質
が
中
心
指
標
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
指
標

は
、
基
本
的
に
は
国
民
の
需
要
（
国
家
計
画
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
企
業
の
客
観
的
能
力
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
国
民
の
需
要
に
も
と
ず
い
て
国
家
計
画
が
要
請
し
て
い
る
生
産
最
お
よ
び
質
を
基
礎
に
し
て
、
原
材
料
供
給
の
灯

能
性
・
企
業
の
生
産
設
備
能
力
。
操
業
度
と
原
価
の
関
係
・
販
売
能
力
・
資
金
お
よ
び
労
働
力
調
達
の
呵
能
性
等
を
つ
き
あ
わ
せ
て
調
整

　
　
　

中
国
手
工
業
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期
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三
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（
．
一
七
九
）
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さ
れ
た
L
確
定
さ
れ
る
。
企
業
規
模
が
拡
大
し
技
術
水
碓
が
囲
上
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
生
．
崖
管
理
の
計
画
性
は
強
化
さ
れ
ね
ば

な
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
だ
け
国
家
計
面
と
の
結
合
の
度
合
が
高
く
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
単
位
の
経
営
管
理
の
面
か
ら
い
っ
て

も
、
国
民
経
済
計
画
の
面
か
ら
い
っ
て
も
、
企
業
規
模
の
拡
大
と
技
術
水
疾
の
、
醐
上
に
比
例
し
て
、
総
生
産
任
務
の
確
定
は
、
中
途
変
、
史

を
ゆ
う
さ
な
い
ほ
ど
厳
密
化
さ
れ
、
他
の
渚
部
門
計
画
が
す
べ
て
こ
れ
か
ら
決
定
さ
れ
る
程
度
に
精
密
化
さ
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
b
）
原
材
料
供
給
計
両
　
　
生
．
圧
計
画
に
お
け
る
生
圧
∴
・
製
品
の
．
段
・
お
よ
び
単
位
生
産
物
あ
だ
り
の
消
耗
ノ
ル
マ
か
ら
決
定
さ

れ
、
各
晶
種
ご
と
の
規
格
・
原
材
料
の
総
．
肖
屡
ザ
・
原
材
科
の
品
種
別
仕
入
時
期
お
よ
び
仕
入
元
が
確
定
さ
れ
る
。
こ
の
苛
画
は
、
生
産

計
画
に

基
礎
を
お
い
て
い
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
．
原
価
計
画
・
労
働
お
よ
び
賃
金
計
画
・
財
務
（
資
金
）
計
画
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
原
価
引
ド
げ
運
助
に
ポ
け
7
節
約
の
n
標
が
企
業
ノ
ル
マ
の
一
つ
と
し
て
お
り
こ
ま
れ

る
。
．
こ
の
ト
画
の
精
粗
は
、
生
庄
計
画
の
精
租
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
以
ド
の
諸
郭
門
計
画
も
す
べ
て
そ
う
な
る
。

（
c
）
販
、
己
計
両
　
　
生
産
詩
画
・
販
．
冗
の
形
式
お
よ
び
販
売
組
織
の
精
況
・
巾
場
の
需
要
な
い
し
国
家
計
画
に
応
じ
て
編
成
さ
れ
、
晶

種
別
の
原
価
を
残
礎
に
し
て
・
あ
る
い
は
国
家
の
決
定
に
よ
っ
て
販
．
．
兀
価
格
を
決
定
し
、
ど
の
よ
う
な
販
売
桟
構
を
と
お
し
て
ど
こ
へ
ど

れ

だ

け
販
死
す
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
販
．
し
詩
画
の
中
心
課
題
で
あ
る
販
売
機
構
と
販
売
先
ご
と
の
販
売
犠
に
つ
い
て
は
、
人
別
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
の
形
式
に
よ
っ
て
生
産
物
の
全
部
あ
る
い
は
人
部
分
が
一
括
し
て
他
の
国
営
企
業
や
合
作
社
聯
社
へ
卸
売
り
さ
れ
、
当
初

か

ら
計
画
的
に
販
売
先
と
販
売
量
を
確
定
で
き
る
ば
あ
い
と
、
も
う
一
つ
、
生
．
圧
企
業
自
休
の
ビ
任
に
お
い
て
最
終
消
費
者
に
恒
接
小
売
販

売

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
生
産
が
あ
る
程
度
不
確
定
な
．
幣
要
の
み
つ
も
り
に
依
存
よ
る
自
営
自
販
の
ば
あ
い
と
が
あ

る
。
前
者
の
ば
あ
い
は
、
大
部
分
が
生
産
f
段
の
生
産
・
さ
ら
に
加
に
を
要
す
る
半
製
晶
な
い
し
原
材
料
・
政
府
の
直
按
統
制
物
資
等
の



生
産
加
工
業
で
あ
っ
て
、
　
経
営
自
休
が
機
械
化
し
や
す
い
基
盤
を
も
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
　
そ
の
販
売
機
構
も
後
者
に
く
ら
べ
て
簡
単

で
あ
り
近
代
化
し
や
す
い
。
そ
れ
故
、
販
売
計
画
も
比
較
的
容
易
に
精
密
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
生
産
計
画
お
よ
び
そ
の
他
の

，
諸
計
画
に
つ
い
て
も
ヨ
リ
大
き
な
確
実
性
・
長
期
安
定
性
を
あ
た
え
る
。
後
背
の
自
営
自
販
の
ば
あ
い
は
、
す
で
に
前
節
で
ふ
れ
た
よ
う

に
、
そ
の
販
売
組
織
に
つ
い
て
大
衆
の
日
常
消
費
生
活
と
密
接
な
伝
統
的
な
形
態
の
保
存
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単
純
に
経
営
合

理
化
の
観
点
か
ら
販
売
店
を
集
中
し
た
り
伝
統
的
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止
す
べ
き
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
企
業
の
方
が

相
対
的
に
機
械
化
の
可
能
性
が
と
ぼ
し
く
、
販
売
機
構
が
複
雑
か
つ
前
近
代
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
販
売
量
も
前
者
ほ
ど
長
期
か
つ

安
定
し
た
条
件
で
確
定
し
え
な
い
と
す
れ
ば
、
販
売
計
画
の
前
者
ほ
ど
の
精
密
な
編
成
は
困
難
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
や
は
り
、
他
の
諸

計
画
の

精
密

さ
に
え
い
き
よ
う
を
あ
た
え
る
で
あ
ろ
う
。
自
営
自
販
の
企
業
で
は
、
　
し
た
が
っ
て
、
　
こ
の
よ
う
な
条
件
の
中
で
い
か
に

経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
か
ち
ど
っ
て
い
く
か
と
い
う
配
慮
が
、
販
売
計
画
に
お
り
こ
ま
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う
点
で
、

自
販
自
営
の
ば
あ
い
の
販
売
計
画
は
特
に
重
要
な
意
味
あ
い
を
も
つ
。

（
d
）
労
働
お
よ
び
賃
金
計
画
ー
i
こ
こ
で
は
、
ま
ず
労
働
生
産
性
が
指
標
ξ
し
て
お
か
れ
、
生
産
計
画
が
規
定
し
て
い
る
生
産
量
お
よ

び

品
質
に
必
要
な
労
働
量
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
品
種
ご
と
の
労
働
種
別
・
熟
練
度
別
総
労
働
口
数
を
確
定
し
、
さ
ら
に
も
う
一
つ

の

中
心
指
標
と
し
て
賃
金
基
本
と
平
均
賃
金
が
規
定
さ
れ
、
賃
金
の
支
払
形
態
・
支
払
方
法
・
労
働
者
の
福
利
厚
生
計
画
を
確
定
す
る
。

く
り
か
え
す
ま
で
も
な
い
が
、
労
働
口
計
算
に
よ
る
分
配
制
度
か
ら
賃
金
制
度
へ
の
移
行
は
、
　
「
転
廠
」
と
い
う
手
工
業
の
社
会
主
義
改

造
の
決
定
的
な
環
節
で
あ
る
。
労
働
口
計
算
に
よ
る
分
配
制
度
で
は
、
単
位
当
り
の
賃
率
は
、
本
質
灼
に
は
労
働
が
遂
行
さ
れ
た
の
ち
経

・

営
成
果
の
計
算
が
確
定
し
て
か
ら
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
賃
金
制
度
の
も
と
で
は
・
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
お
け
る
労
働
の
質
と
量
・
労
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働
者
の

技
術
水
準
の
格
付
・
お
よ
び
単
位
当
り
の
賃
，
船
が
労
働
が
遂
行
さ
れ
る
以
削
に
確
定
し
て
お
り
、
長
期
的
に
は
賃
金
水
準
は
そ
の

企

業
の
生
産
の
水
準
と
照
応
す
る
が
、
労
働
遂
行
後
の
経
営
成
果
計
準
の
結
果
を
み
て
か
ら
分
配
率
が
決
疋
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
　
『
按

労
取
酬
」
の
大
原
則
の
某
礎
の
L
に
こ
の
分
配
率
の
拝
前
確
定
へ
の
移
．
灯
が
、
管
理
の
汁
画
化
の
可
能
性
を
保
証
す
る
基
本
的
条
件
と
な
る

の

で

あ
る
。
労
働
お
よ
び
賃
金
計
画
の
編
戊
に
さ
い
し
て
は
、
中
心
と
な
る
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
、
そ
の
向
ヒ
の
主
体
的
要
因
を
検
謹

し
、
計
画
的
期
間
内
に
わ
け
る
向
ヒ
率
を
確
定
し
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
労
働
吐
の
規
定
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
も
う
一
っ
の
中
心
と

な
る
賃
金
些
本
と
平
均
賃
金
は
、
金
業
の
財
政
状
態
か
ら
だ
け
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
当
然
労
働
生
．
厘
性
1
1
」
関
連
せ
し
め
ら
れ
、
生

底
稚
の
向
L
と
．
平
均
賃
金
の
増
人
と
の
一
定
の
比
例
関
係
が
こ
の
計
、
画
で
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
・
こ
の
こ

と
は
社
会
t
我
賃
金
の
原
川
で
あ
り
、
ま
た
労
働
の
積
極
性
を
刺
激
す
る
物
質
的
支
柱
で
あ
る
。

（

e
）
原
価
詐
画
　
　
原
材
料
供
給
註
画
と
労
働
b
よ
び
賃
令
註
画
に
計
上
さ
れ
た
諸
指
標
に
も
と
ず
き
、
雇
材
料
費
お
よ
び
賃
金
に
く

わ

え
て
、
付
加
賃
金
（
企
業
が
レ
担
す
る
労
働
拷
の
社
ヘ
ズ
保
障
と
福
利
厚
生
費
）
・
間
接
費
・
原
価
償
却
貴
が
決
定
さ
れ
る
・
い
う
ま
で

も
な
く
、
原
価
卜
画
は
、
そ
こ
に
は
労
働
組
織
の
よ
し
わ
る
し
・
技
術
水
準
の
高
低
。
管
理
水
準
の
高
低
。
お
よ
び
原
材
料
の
利
川
と
節

約
の

程
度
が
卍
確
に
反
映
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
価
計
画
に
は
、
経
営
改
誰
口
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
方
策
と
そ
の
P
定
さ
れ
る
成
果
が
指

標
の
中
に
お
り
こ
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
f
）
財
務
計
画
　
　
こ
の
計
画
に
は
、
企
業
に
お
け
る
、
切
の
資
金
の
源
呆
と
使
途
が
計
L
さ
れ
、
次
期
へ
の
蓄
積
μ
企
業
の
成
長
率

指
標
が
規
疋
さ
れ
る
。
1
2
一
述
の
諸
計
画
の
最
終
的
な
綜
括
指
標
が
こ
こ
に
し
め
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
卜
．
の
計
画
．
冒
理
の
た
め
の
渚
詩
、
画
は
、
合
作
社
時
代
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
ず
っ
と
精
密
化
さ
れ
、
近
代
的
工
場
経
営
に
適
応



す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
精
密
化
の
度
合
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
手
工
業
自
体
の
近
代
化
・
機
械
化
の
程
度
お
よ

び

生
産
規
模
拡
大
の

程
度
、
　
『
転
廠
」
の
形
態
、
そ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
機
械
化

の

程
度
が

も
つ
と
低
い
ぼ
あ
い
は
、
そ
の
程
度
に
応
じ
て
各
部
門
別
計
画
の
内
容
が
も
っ
と
簡
単
で
大
ま
か
で
あ
る
と
と
も
に
、
ヒ
述
の

う
ち
附
加
的
な
計
画
は
、
他
の
基
本
的
な
計
画
に
統
合
さ
れ
る
か
・
ば
あ
い
に
よ
っ
て
は
不
要
な
い
し
不
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

　

『転
廠
』
形
態
に
つ
い
て
い
え
ば
、
地
方
国
営
工
業
に
移
行
す
る
形
式
を
と
る
な
ら
ば
、
そ
の
労
働
お
よ
び
賃
金
計
画
に
お
い
て
は
、

全
人
民
所
有
制
企
業
の
一
つ
と
し
て
、
労
働
力
の
調
達
は
地
方
政
府
工
業
部
の
計
画
に
直
接
く
み
い
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
賃
金
形
態
。
賃

金
水
準
は

地
方
国
営
工
業
の
す
で
に
に
到
達
し
て
い
る
水
準
に
早
急
に
統
一
さ
れ
、
　
合
作
社
時
代
の
残
津
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
す
る
だ
ろ

う
。
ま
た
労
働
力
や
賃
金
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
物
質
的
指
標
は
完
全
に
国
家
計
画
に
直
接
く
み
こ
ま
れ
、
特
に
財
務
計
画
は
、
L
級
か

ら
設
定
さ
れ
る
諸
基
本
の
受
入
れ
を
計
画
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
、
そ
の
諸
管
理
計
画
中
の
比
重
は
ず
っ
と
増
大
す
る
で
あ
ろ

う
。
　
『
転
廠
』
が
『
聯
社
」
紅
織
に
よ
る
合
作
工
場
の
形
式
を
と
る
な
ら
ば
、
生
産
に
お
け
る
主
力
工
場
と
分
工
場
の
任
務
分
担
お
よ
び

統
合
の

問
題
・
そ
れ
に
と
も
な
う
原
材
料
仕
入
機
構
お
よ
び
販
売
機
構
調
整
の
問
題
・
さ
ら
に
は
従
前
の
各
合
作
社
の
労
働
生
産
性
と
賃

金
水
準
の

不
均
衡
是
正

お
よ
び
蓄
積
利
用
の
方
法
等
に
つ
い
て
の
計
画
が
、
前
述
の
部
門
別
計
画
の
中
に
お
り
こ
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
　
「
聯
社
」
に
組
織
す
る
さ
い
の
条
件
に
よ
っ
て
は
、
一
挙
に
あ
る
い
は
ご
く
短
期
間
に
み
ぎ
の
よ
う
な
統
合
調
整
の
計
画
を
部
門

別
計
画
の

中
に

お

り
こ
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
ば
あ
い
は
、
一
定
期
間
は
統
一
指
導
の
原
則
を
貰
徹
し
な
が
ら
上
級
に
対
し
て
相

対
的

な
独
立
性
を
も
つ
分
級
管
理
制
度
が
も
ち
こ
ま
れ
、
管
理
計
面
も
分
級
段
階
ご
と
に
や
は
り
相
対
的
独
自
性
を
も
っ
て
編
成
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
人
民
公
社
の
工
業
部
門
と
し
て
『
転
廠
』
す
る
ば
あ
い
は
、
す
べ
て
の
計
画
指
標
は
公
社
管
理
委
員
／
．
、
の
統
一
計
画
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に

も
と
ず
い
て
決
定
さ
れ
る
が
、
　
特
に
、
　
販
売
計
画
お
よ
び
財
務
詐
画
に
つ
い
て
は
、
　
『
下
放
』
さ
れ
た
国
営
機
関
で
あ
る
人
氏
公
社

の

購
販
部
　
（
国
昂
，
商
業
機
関
の
末
端
組
織
）
　
あ
る
い
は
右
川
諾
（
人
民
銀
行
の
未
端
紅
織
）
に
よ
っ
て
国
家
計
画
に
も
と
ず
い
て
規
制

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
Q

　

こ
の
よ
う
な
笹
理
計
画
は
、
そ
の
遂
行
を
把
握
し
そ
の
成
果
を
点
検
す
る
拝
理
別
度
　
　
帳
簿
紅
織
・
検
査
制
度
・
お
よ
び
統
計
制
度

と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
手
工
業
の
ば
あ
い
、
こ
れ
ら
の
管
理
制
度
は
合
作
社
時
代
か
ら
し
だ
い
に
準
備
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
さ

さ
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
合
作
祉
時
代
の
管
理
制
度
と
『
転
廠
』
後
の
膏
理
制
度
は
質
的
な
飛
躍
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
現
段
陥
で
は
管

理
制
度
を
確
立
す
る
基
盤
で
あ
る
管
理
技
術
の
水
準
は
、
迦
代
化
さ
れ
た
国
営
全
業
に
く
り
べ
て
な
お
ず
っ
と
低
位
に
あ
る
こ
と
は
あ
ら

そ
え
な
い
。
　
た
と
え
ば
、
　
会
升
記
帳
と
財
務
・
統
計
工
作
の
結
合
に
つ
い
て
『
転
廠
』
前
夜
の
合
作
社
の
貝
体
的
情
況
の
一
例
を
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
安
東
市
お
よ
び
安
東
・
鳳
城
．
一
県
の
｝
工
業
合
作
社
の
ば
あ
い
で
あ
る
が
、
　
b
．
気
こ
で
は
、
　
合
作
化
の
進
展
と
と
も
に
従
来
の
ふ
る
い

中
国
式
人
福
帳
を
近
代
的
会
計
制
度
に
改
善
す
る
た
め
に
・
同
時
に
そ
れ
と
計
画
管
理
を
結
合
つ
る
た
め
に
、
市
聯
社
あ
る
い
は
県
聯
社

の

指
導
の

も
と
に
、
い
く
つ
か
の
合
作
社
が
あ
い
よ
っ
て
．
つ
の
『
財
計
圧
助
組
』
を
っ
く
り
（
二
市
県
で
約
三
〇
慣
）
、
そ
れ
を
会
計

記
帳
と
財
務
工
作
・
統
計
工
作
の
指
專
セ
ン
タ
ー
と
し
た
。
て
の
結
果
、
こ
の
、
．
市
県
の
合
作
社
の
会
計
記
帳
と
財
務
・
統
計
工
作
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
形
態
で
発
展
し
た
。
す
な
わ
ち
、
計
画
管
理
に
と
っ
て
璽
要
な
常
時
把
撰
し
’
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
指
標
で
あ
る
・
生
産
量

・

労
働

里
（
人
員
お
よ
び
労
働
日
）
・
賃
金
・
販
、
．
冗
情
況
等
に
か
ん
す
る
数
字
は
、
一
般
に
簡
単
な
伝
隈
に
よ
っ
て
事
出
発
生
の
つ
ど
作
成

記
録
し
、
そ
の
一
ヵ
月
ご
と
の
集
計
ま
で
を
各
合
作
社
で
お
」
な
い
、
そ
の
隼
卜
結
果
を
互
助
組
に
も
ち
こ
ん
で
く
る
。
互
助
組
で
は
、



生
産
情

況
．
賃
金
計
算
・
販
売
情
況
等
を
綜
合
し
た
某
本
情
況
月
報
、
経
営
成
果
の
確
定
お
よ
び
分
配
情
況
・
資
産
在
高
の
確
定
お
よ
び

償
却
等
を
あ
ら
わ
す
諸
報
告
書
を
作
成
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
抽
出
さ
れ
る
統
計
資
料
を
整
理
し
、
そ
れ
と
ヒ
級
機
関
か
ら
お
ろ
さ
れ
て

く
る
生
産
計
画
の
諸
指
標
と
つ
き
あ
わ
せ
て
各
社
ご
と
の
次
期
生
産
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
互
助
組
内
に
備
え
ら
れ

て

い

る
各
社
ご
と
の
会
計
帳
簿
（
元
帳
）
に
記
入
す
る
ま
で
の
業
務
を
お
こ
な
っ
た
。
互
助
紅
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
引
受
け
る
だ
け

で

な
く
、
も
っ
と
積
極
的
に
各
祉
の
管
理
披
術
水
準
向
上
の
た
め
に
、
た
と
え
ば
有
能
人
員
の
各
社
間
交
流
。
学
習
会
の
開
催
等
の
努
力

を
し
た
。
こ
の
結
果
、
各
社
の
会
計
処
理
お
よ
び
財
務
・
統
計
工
作
の
結
合
の
水
準
は
大
い
に
向
上
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
お
し
て
、
　
『
転
廠
』
過
程
に
お
け
る
手
工
業
合
作
社
の
一
般
的
平
均
的
な
管
理
抜
術
の
水
準
は
、
安
東
・
鳳
城

三
市
県
の

手

工
業
合
作
社
県
甫
聯
社
財
計
互
助
紅
が
は
た
し
て
い
た
程
度
の
能
力
を
獲
得
し
て
い
た
と
み
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と

す
れ

ば
、
前
述
の
管
理
計
画
の
編
成
と
そ
の
遂
行
に
つ
い
て
、
発
展
段
階
に
応
じ
た
精
粗
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
、
非
、
本
的
に
は
十
分
消

化
し
う
る
水
準
に
達
し
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
管
理
計
画
と
管
理
技
術
の
水
準
に
も
と
ず
い
て
、
生
産
過
程
の
ほ
ハ
体
的
管
理
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ

る
か
。
そ
れ
は
、
近
代
化
さ
れ
た
社
会
主
義
工
業
企
業
と
全
く
同
じ
原
則
、
つ
ま
り
賃
金
制
度
と
結
合
さ
れ
た
定
額
（
ノ
ル
マ
）
管
理
を

主
軸

と
し
、
こ
れ
を
社
会
主
義
競
争
に
よ
っ
て
刺
激
す
る
と
い
う
形
態
で
展
開
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
管
理
紅
織
に
お
い
て

は
、
単
一
責
任
制
が
貫
徹
す
る
。
指
揮
系
統
の
簡
素
化
・
迅
速
化
と
む
す
び
つ
い
た
明
確
な
単
一
．
冥
任
制
組
織
の
確
立
は
、
生
産
過
程
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑳

管
理
機
構
を
結
合
さ
せ
る
環
で
あ
り
、
同
時
に
個
人
管
理
を
統
一
管
理
に
止
揚
す
る
テ
コ
で
あ
る
。
こ
の
社
会
主
義
的
生
産
管
理
の
不
可

欠
の

前
提

と
し
て
の
単
一
責
任
制
組
織
の
確
立
、
お
よ
び
そ
れ
基
礎
を
と
す
る
労
働
者
の
経
営
参
加
ー
工
場
管
理
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

　
　
　

巾
国
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
（
二
八
五
）



　
　
　

申
国
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
（
、
一
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
、
か
っ
て
論
述
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
の
べ
な
い
。
そ
れ
を
前
提
に
し
て
結
合
し
て
い
る
賃
金
制
度
と
定
額
管
理
に
つ
い

て
、
つ
Y
に
ふ
れ
て
み
た
い
。

（
口
）
賃
金
制
度
の
確
立
と
定
額
管
理

　
手
工
業
合
作
社
の
ご
く
初
期
の
う
ち
は
、
各
生
産
者
へ
の
成
果
分
配
は
厳
密
な
意
味
の
賃
金
制
度
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
は
い

わ
ば
合
作
化
前
の
独
立
生
産
者
の
従
前
の
内
容
の
収
入
を
合
作
社
で
単
に
統
一
計
算
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
集
団

所
有
制
が
強
化
さ
れ
、
生
産
過
程
の
分
業
・
協
業
が
し
だ
い
に
発
展
し
て
く
る
と
、
単
な
る
従
前
の
内
容
の
収
入
の
統
一
計
算
か
ら
労
働

日
に
よ
る
分
配
制
度
へ
・
つ
ま
り
従
前
の
所
得
水
準
を
主
な
基
準
と
す
る
経
験
的
な
分
配
制
度
か
ら
為
ろ
程
度
労
働
の
質
と
量
に
照
応
す

る
分
配
制
度
へ
と
発
展
し
て
い
き
、
社
会
主
義
的
賃
金
制
度
を
確
立
す
る
芽
ば
え
を
つ
く
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
収
入
の
統
一
計
算
が

お
こ
な
わ
れ
は
じ
め
る
と
同
時
に
、
下
工
業
者
の
収
入
は
賃
金
（
『
工
資
し
と
い
わ
れ
ろ
よ
う
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
従
前
の
個
人
的
手

工
業
時
代
の
所
得
水
準
お
よ
び
親
方
や
徒
，
弟
等
の
身
分
制
度
に
も
と
ず
く
所
得
較
差
が
残
存
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
あ
る
い
は
合
作
社
へ
の

出
資
額
が
そ
の
所
得
の
額
に
え
い
き
ょ
う
す
る
よ
う
な
戊
果
分
配
制
度
が
残
存
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
さ
ら
に
は
、
個
々
の
労
働
者
の
賃
率

お
よ
び
企
業
の
賃
金
総
額
の
最
終
的
決
定
が
経
営
成
果
が
確
定
さ
れ
た
の
ち
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
な
戊
果
分
配
制
度
が
残
存
し
て
い
る

か

ぎ
り
は
、
そ
れ
は
厳
密
な
意
味
で
の
社
会
主
義
的
賃
金
制
度
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
．
し
た
が
っ
て
、
所
得
の
統
一
計
算
か
ら
賃
金

制
度
へ
の
発
展
は
、
当
然
所
得
水
準
の
た
え
ま
な
い
引
L
げ
を
基
礎
ー
－
こ
て
み
ぎ
の
よ
う
な
分
配
面
に
お
け
る
否
定
的
な
諸
要
素
を
排
除

し
つ
っ
、
賃
金
の
引
上
げ
ら
れ
た
部
分
を
『
按
労
取
酬
』
の
原
則
に
よ
っ
て
厳
密
に
労
働
の
質
・
縫
に
応
じ
て
分
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て



＼

’

達
成
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
し
て
実
際
に
全
体
的
な
所
得
増
大
を
物
質
的
某
盤
と
し
て
賃
金
制
度
が
し
だ
い
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
が
、
し
か
し
部
分
的
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
に
よ
っ
て
か
な
り
ひ
ど
い
凹
凸
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
．

（a
）
　
『
連
家
舗
」
に
お
け
る
家
内
補
助
労
働
者
の
適
正
な
再
配
分
を
完
全
に
お
こ
な
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。

（
b
）
労
働
時
間
が
か
な
り
・
時
に
は
不
適
当
に
短
縮
さ
れ
た
。

（
c
）
伝
統
的
経
営
形
態
を
無
視
し
て
過
度
に
生
産
・
販
売
機
構
を
集
中
し
、
、
需
要
と
の
不
均
衝
を
ま
ね
き
、
あ
る
い
は
個
人
の
技
術
を

十
分
活
用

で
き
な
か
っ
た
。

（
d
）
生
産
過
程
か
ら
離
脱
す
る
人
員
が
多
す
ぎ
る
等
労
働
組
織
に
お
け
る
混
乱
と
不
手
際
が
あ
っ
た
。

（
e
）
以
上
の
所
得
の
絶
対
額
を
減
少
さ
せ
る
原
囚
と
と
も
に
、
そ
の
分
配
過
程
に
平
均
主
義
的
偏
向
が
あ
っ
て
さ
ら
に
混
乱
し
た
。

（
f
）
み
ぎ
の
諸
要
因
は
、
い
わ
ば
内
部
的
主
体
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
客
観
的
な
不
利
な
条
件
と
し
て
、
国
営
商
工
業
部

門
の
飛
躍
的
な
発
展
が
や
は
り
一
部
手
工
業
の
従
来
の
価
格
お
よ
び
市
場
を
圧
迫
し
、
そ
の
収
入
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
部
分
的
な
欠
陥
の
た
め
に
、
所
得
の
順
調
な
増
大
は
凹
凸
が
あ
り
困
難
な
過
程
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
全
体
と
し

て

は
、
手
工
業
自
体
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
を
中
軸
と
し
て
、
社
会
主
義
改
造
に
よ
る
中
間
搾
取
の
廃
絶
・
管
理
制
度
の
改
善
・
国
民

購
買
力
の
増
大
と
新
市
場
の
開
拓
・
お
よ
び
国
営
企
業
と
の
協
力
関
係
の
確
立
等
の
有
利
な
積
極
的
な
条
件
が
く
わ
わ
っ
て
、
そ
の
所
得

の

水
準
は

全
般
的
に

み

て

か

な
り
向
上
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
七
年
の
手
工
業
合
作
社
員
一
年
一
人
あ
た
り
の
平
均
賃
金
は
三
八
四

元
で
あ
っ
て
、
五
六
年
比
一
〇
。
七
％
増
、
五
二
年
比
八
三
・
七
％
増
、
五
二
～
五
七
年
の
平
均
年
聞
ヒ
昇
率
は
一
一
∵
九
％
と
な
っ
て

　
　
　

中
国
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
（
二
八
七
）



　
　
　

中
国
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
管
廻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
（
二
八
八
）

　
⑳

い
る
。

　
こ
の
所
得
水
準
の
向
ヒ
を
テ
コ
と
し
て
、
一
方
で
は
、
…
っ
の
業
種
と
他
の
裳
種
間
・
同
業
極
の
合
作
社
闘
∵
社
内
に
お
け
る
生
産
部

門

と
出
先
部
門
（
販
売
部
門
）
聞
の
伝
統
的
な
較
叢
に
つ
い
て
、
し
だ
い
に
生
産
稚
に
み
あ
う
較
差
を
の
こ
し
て
他
の
不
合
理
な
要
素
を

払
拭

し
て
い
き
、
さ
ら
に
生
産
性
の
向
上
に
よ
っ
て
最
後
の
落
差
も
水
準
化
し
て
い
く
。
ま
た
他
方
で
は
、
分
配
制
度
自
休
を
当
初
の
平

均
主
義
的

な
形
態
か
ら
、
賃
金
等
級
を
厳
密
に
技
術
的
合
理
性
の
観
点
か
ら
お
こ
な
い
・
支
た
時
間
給
か
ら
出
来
高
制
へ
移
行
す
る
こ
と

に

よ
っ
て
、
労
働
の
質
と
量
に
照
応
す
る
よ
う
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
手
工
業
に
お
け
る
分
配
制
度
は
、
し
だ
い
に
社

会
主
義
的
賃
金
制
度
の
形
態
を
と
と
の
え
て
き
て
、
　
『
転
廠
』
過
程
を
と
お
し
て
そ
れ
が
基
本
的
に
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
現
在

『
転
廠
」
を
な
し
と
げ
た
企
業
の
賃
金
制
度
は
、
完
全
に
労
働
に
応
じ
た
報
酬
・
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
の
も
と
に
、
そ
し

て

特
に

地
方
国
営
工
業
に
移
行
し
た
も
の
は
賃
金
水
準
も
ほ
ぼ
地
か
国
営
工
業
の
平
均
水
準
に
達
し
て
、
厳
密
な
意
味
の
賃
金
制
度
を
実

現

し
て
お
り
、
そ
の
主
要
な
形
態
は
、
等
級
賃
金
制
と
定
額
（
ノ
ル
マ
）
制
を
か
み
あ
わ
せ
た
出
来
高
給
・
時
聞
給
。
あ
る
い
は
請
負
給

ρ

　
⑳

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
基
本
的
に
社
会
セ
義
的
賃
金
制
度
を
確
立
し
た
と
い
っ
て
も
、
国
営
企
業
の
賃
金
水
準
と
な
お
か
な
り
の
落
差
が
あ
る
こ
と

か

ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
具
休
的
な
賃
金
形
態
の
一
部
に
お
い
て
は
、
や
は
り
若
干
の
玉
工
業
的
特
徴
を
の
こ
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
出
来
高
給
が
適
用
さ
れ
て
い
る
同
一
生
産
過
程
に
お
い
て
も
、
手
工
業
の
伝
統
的
な
披
芸
の
保
存
の
必
要
が
あ
る
ば
あ
い
、
そ
の
辱

対
象

と
な
る
個
人
（
『
師
傅
」
）
は
そ
の
条
件
に
応
じ
て
例
外
的
に
高
率
の
時
間
賃
金
が
適
川
さ
れ
る
し
、
ま
た
特
に
修
理
・
サ
ー
ビ
ス

的
性

格
の

業
務
に

適
用

さ
れ
る
諸
負
賃
金
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
内
容
お
よ
び
季
節
的
閑
忙
に
応
じ
て
賃
率
を
固
定
せ
ず
流
動
さ
せ
て
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

平
均
賃
金
を
一
定
水
準
以
下
に
下
落
さ
せ
な
い
よ
う
な
配
慮
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
賃
金
等
級
制
に
つ
い
て
も
、
国
営
企
業
に
お

け
る
一
般
的
形
態
で
あ
る
八
級
制
は
、
業
種
に
よ
っ
て
・
あ
る
い
は
同
一
業
種
で
も
技
術
水
準
の
落
差
に
よ
っ
て
、
通
常
ヨ
リ
多
い
級
別

を
と
り
そ
の
間
隔
も
小
さ
い
と
み
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
一
般
に
国
営
企
業
に
く
ら
べ
て
い
う
と
、
ま
だ
分
業
化
が
極
端
に
お
し
す
す

め

ら
れ
ず
、
生
産
の
進
行
を
ヨ
リ
多
く
個
人
的
特
性
。
個
人
的
技
能
の
差
に
お
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
賃
金
耕
度
の
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
つ
い
て
、
一
つ
の
代
表
的
な
具
体
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
沈
陽
市
第
一
車
彌
熔
接
修
醜
生
産
社
の
ば
あ
い
で
あ
る
が
、
こ
の
合
作
社
は
、
総
数
一
五
八
人
（
う
ち
社
員
一
五
二
・
雇
員
六
、
労
働

者
一
四
一
。
徒
弟
一
・
管
理
員
一
六
）
を
よ
う
し
、
手
工
業
合
作
社
と
し
て
は
や
や
規
模
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
合
作
化
以
後
、
分
配

制
度
と
し
て
は
前
貸
制
（
社
員
の
七
〇
％
が
六
〇
元
ま
で
、
他
は
最
低
二
〇
元
か
ら
五
〇
元
ま
で
）
を
と
っ
て
い
た
が
、
分
配
制
度
が
労

働
の
積
極
性
を
刺
激
す
る
役
割
を
果
さ
な
い
の
で
生
産
能
率
が
は
か
ば
か
し
く
向
上
せ
ず
、
特
に
就
労
時
間
の
不
規
律
性
が
め
だ
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
か
ら
、
賃
金
制
度
の
確
立
が
生
産
拡
人
の
先
決
条
件
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
組
織
工
作
が
お
こ
な
わ
れ
た

の

で
あ
る
が
、
ま
ず
選
挙
に
よ
っ
て
賃
金
制
度
小
委
員
会
（
一
七
名
）
が
つ
く
ら
れ
、
何
回
か
の
大
衆
討
議
を
へ
て
、
具
体
的
に
つ
ぎ
の

よ
う
な
政
策
が
決
定
さ
れ
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（a
）
第
一
に
、
勤
務
態
度
の
改
善
・
仕
罫
の
質
の
向
上
・
原
価
の
引
下
げ
を
中
心
U
標
と
す
る
社
会
主
義
競
争
を
組
織
し
て
生
庫
性
の

向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
社
員
の
思
想
改
造
に
と
り
か
か
り
、
主
と
し
て
生
産
性
と
賃
金
水
準
の
比
例
関
係
お
よ
び
分
業
・
協
業
の
優

越
性
に
つ
い
て
『
学
習
」
が
か
さ
ね
ら
れ
社
員
の
主
観
的
な
生
産
積
極
性
が
鼓
舞
さ
れ
た
。

〈
b
）
小
委
員
会
は
、
社
員
の
技
術
等
級
格
付
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
を
発
表
し
て
社
員
の
批
判
を
求
め
（
第
一
次
案
に
対
し
（
は
社
員
の

　
　
　

中
国
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
答
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
（
二
八
九
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中
国
手
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転
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一
四
四
（
二
九
〇
）

四
〇
％
が
異
義
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
）
、
何
回
か
『
民
主
評
定
」
に
よ
る
修
正
の
の
ち
こ
れ
を
確
疋
し
た
。

（
c
）
み
ぎ
の
共
礎
の
上
に
、
将
、
励
全
付
時
間
賃
金
制
力
お
し
す
す
め
ら
れ
、
同
時
に
定
額
制
度
を
実
施
し
て
賃
金
制
度
と
糺
合
さ
せ
、

新

し
い
社
会
ド
囎
的
賃
介
制
岐
を
確
立
し
た
。
早
．
内
容
を
簡
単
に
い
う
と
、
ノ
ル
マ
は
、
季
節
的
な
閑
忙
に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
し
て
決

定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
ガ
ス
熔
接
工
の
ば
あ
い
、
　
　
一
月
分
は
一
人
i
り
酸
君
、
一
ボ
ン
ベ
分
の
熔
接
作
業
を
割
当
て
賃
金
頷
は
七
〇
元
と

い

う
よ
う
に
。
そ
し
て
こ
の
ノ
ル
マ
を
超
過
達
成
し
た
ば
あ
い
は
、
超
過
額
〔
○
％
ま
で
は
適
当
な
物
膏
的
奨
励
を
、
一
〇
％
以
ト
は
二

〇
％
の
・
二
〇
％
以
ヒ
は
論
、
．
○
％
の
・
三
〇
％
以
上
は
四
〇
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ
け
る
。
連
続
一
、
一
ヵ
月
以
上
超
過
達
成
の
ば
あ
い
は
、

さ
ら
に
栄
励
や
物
箕
的
奨
励
を
う
け
る
。
こ
の
よ
う
な
奨
励
制
度
と
同
時
に
、
作
業
の
質
．
を
保
障
す
る
た
め
に
、
や
り
な
お
し
三
～
五
次

に

お
よ
ぶ
も
の
は
奨
励
金
領
の
二
〇
％
を
、
五
～
一
〇
次
の
も
の
は
肩
じ
く
五
〇
％
を
、
一
〇
次
以
上
の
も
の
は
そ
の
全
頽
を
空
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
d
）
こ
の
よ
う
な
賃
金
制
度
の
実
施
と
同
時
に
、
や
は
り
『
民
屯
．
評
定
」
の
方
法
に
よ
り
労
働
力
配
分
計
画
・
責
任
検
査
制
度
・
材
料

叙
理
制
反
が
う
ち
た
て
ら
れ
た
。

　

こ
の
結
果
、
金
業
の
成
績
は
し
だ
い
に
ヒ
蓄
升
し
、
合
作
化
前
に
く
ら
べ
て
．
平
均
賃
金
水
魂
は
一
三
％
増
大
し
た
ほ
か
、
医
療
費
の
乍
額

企
業
負
担
そ
の
他
の
共
済
制
反
を
夷
期
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
だ
い
に
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
社
会
主
．
猫
的
貨
金
制
度
と
結
合
し
て
生
．
犀
管
理
の
実
際
の
に
な
い
ヂ
と
な
る

『
止
．
碩
」
管
理
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
つ
ぎ
に
の
べ
て
み
よ
う
。

　
い

う
ま
で
も
な
く
、
　
『
定
額
」
の
以
定
は
生
．
圧
卜
画
と
賃
全
制
反
を
結
合
さ
せ
ツ
、
決
定
的
な
環
で
あ
る
。
合
理
的
な
『
宝
額
、
、
な
し
に



正
確
な
生
産
計
画
は
あ
り
え
な
い
し
、
ま
た
社
会
主
義
賃
金
制
度
の
完
全
な
形
態
も
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
技
術
水
準
が
相
対
的
に
低

位
に

あ
り
、
機
械
よ
り
も
乎
工
に
依
存
す
る
度
合
が
大
き
け
れ
ば
大
き
ほ
ど
、
　
「
定
額
」
の
技
術
的
合
理
性
の
追
求
は
困
難
に
な
り
、
ま

た
か
り
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
　
そ
の
遂
行
過
程
を
組
織
的
に
管
理
す
る
手
段
を
確
立
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
。
　
こ
の
点
か
ら
い
え

ば
、
　
『
転
廠
』
期
の
大
部
分
の
手
工
業
に
お
い
て
は
、
近
代
化
さ
れ
た
国
営
工
場
に
お
け
る
よ
う
な
純
粋
か
つ
精
密
な
『
技
術
的
定
額
』

を
設
定
す
る
こ
と
は
比
較
的
困
難
で
あ
ろ
う
・
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
の
『
転
廠
』
企
業
の
「
定
額
」
は
、
従
来
の
経
験
か
ら
設
定
さ
れ

た

比
較
的
簡
単
な
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
『
経
験
的
定
額
』
か
ら
出
発
し
て
、
生
産
の
披
術
的
水
準
の
発
展
”
機
械
化
に
照
応
し
な
が
ら
、
し
だ
い
に
『
技
術
的
定

額
』
の
設
定
へ
と
発
展
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
転
廠
」
期
の
段
階
で
は
、
つ
ま
り
少
く
と
も
管
理
計
画
が
い
く
つ
か
の
部

門
に
分
割
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
計
画
を
編
成
し
う
る
程
度
の
管
理
技
術
水
準
に
到
達
し
て
い
る
ば
あ
い
で
は
、
　
『
定
額
』
の
設
定
も

当
然
『
複
合
定
額
」
を
設
定
し
う
る
段
階
に
遼
し
て
い
る
。
　
す
な
わ
ち
管
理
計
画
が
い
く
っ
か
の
部
門
に
分
剖
し
て
編
成
さ
れ
る
と
す

れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
管
理
計
画
の
側
面
か
ら
『
定
額
』
を
規
定
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
『
定
額
』
を
複
合
的
に
規

定
す

れ

ば
、
そ
れ
だ
け
そ
の
管
理
も
容
易
に
な
り
ま
た
正
確
に
な
る
。
た
と
え
そ
の
基
礎
が
経
験
か
ら
出
発
し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ

て

も
、
そ
の
管
理
が
虚
確
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
つ
ぎ
の
『
定
額
』
決
定
の
さ
い
客
観
的
な
技
術
的
資
料
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
　
『
経
験
的
定
額
』
か
ら
『
技
術
的
定
額
」
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
程
度
の
水
準
の
『
定
額
」
は
、
も
ち
ろ
ん
業
種
に
よ
り
ま
た
経
営
形
態
に
よ
り
差
異
は
あ
る
に
し
て
も
、
一
般
に
つ
ぎ
の
四
つ
の

要
素
か
ら
構
威
さ
れ
、
精
密
な
『
技
術
的
定
額
』
を
完
成
さ
せ
る
某
本
的
条
件
を
す
で
に
と
と
の
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
、
　
『
定
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一
四
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、
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一
四
六
（
二
九
二
）

量
」
、
個
人
別
あ
る
い
は
小
集
団
の
労
働
者
に
対
し
単
位
時
間
当
り
の
責
任
生
産
量
を
決
定
す
る
。
第
二
、
『
定
員
」
、
一
定
の
生
産
任
務

を
完
成
す
る
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
労
働
量
が
必
要
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
。
第
三
、
　
『
定
質
」
、
製
品
の
品
質
に
か
ん
す
る
規
格
を
決
定

す
る
。
第
四
、
歪
料
』
、
製
・
躍
位
あ
た
り
の
原
材
料
消
耗
率
の
限
度
を
決
定
す
る
。
み
ぎ
の
四
要
素
か
ら
な
る
覆
合
定
額
」
は
い

わ
ゆ
る
『
民
主
評
定
』
と
い
わ
れ
る
大
衆
討
議
に
か
け
ら
れ
れ
、
歪
の
試
験
期
間
を
へ
た
の
ち
正
式
に
決
定
さ
れ
る
・
芳
ん
決
定
さ

れ

る
と
、
技
術
的
条
件
あ
る
い
は
労
働
条
件
が
変
化
し
な
い
か
ぎ
り
吏
更
さ
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
『
定
額
」
は
・
そ
の
作
業

に

配
置
云
れ
る
労
働
者
の
賃
金
等
級
に
よ
っ
て
格
付
さ
れ
た
基
準
賃
金
額
と
つ
き
あ
わ
せ
て
、
単
位
生
産
物
あ
た
り
の
賃
率
゜
あ
る
い
は

単
位
労
働
量
あ
た
り
の
賃
率
を
決
定
し
、
か
く
て
『
定
額
』
の
設
定
と
賃
金
制
度
が
結
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
み

ぎ
の
よ
う
な
『
複
合
定
額
』
と
基
準
賃
金
額
の
つ
き
あ
わ
せ
に
よ
る
賃
率
の
決
定
は
、
　
『
複
含
定
額
」
の
設
定
方
法
か
ら
容
易
に
想

像

さ
れ
る
よ
う
に
、
当
然
、
比
較
的
高
い
技
術
水
準
を
も
っ
て
完
全
に
『
転
廠
』
し
た
手
工
業
・
い
わ
ば
す
で
に
手
工
業
の
の
範
僻
か
ら

脱
却

し
た
企
業
に
お
い
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
『
転
廠
』
し
て
地
方
困
営
工
業
に
編
入
さ
れ
た
も
の
・
お
よ
び
『
聯
社
」

細
織
の
主

力
工
場
と
な
っ
た
も
の
の
人
部
分
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
基
礎
を
そ
な
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
・
し
か
し
・
比
較

的
小
規
模
の
技
術
的
水
準
の
低
い
手
に
業
で
人
民
公
社
に
編
入
さ
れ
た
も
の
・
あ
る
い
は
伝
統
的
な
技
芸
の
保
存
が
必
要
で
あ
っ
て
早
急

な
機
械
化
が
不
可
能
な
手
工
業
に
お
い
て
は
、
み
ぎ
と
は
別
の
方
法
で
『
定
額
」
と
賃
金
制
度
が
結
合
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
『
評
工
記
分
』
制
度
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
現
段
階
の
人
民
公
社
に
お
け
る
賃
金
制
度
と
し
て
一
般
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

し
て
い
る
も
の
と
同
じ
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
詳
細
な
検
討
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
要
領
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
労
働
日
計
算
に
よ
る
分
配
制
度
を
発
展
さ
せ
た
賃
金
形
態
で
あ
っ
て
、
経
験
的
に
中
程
度
の
披
術
を
必
要
と
し
・
中
程
度



の

重
要
度

を
も
っ
た
一
労
働
口
の
作
業
童
を
標
準
と
し
、
こ
れ
を
辿
常
一
〇
分
と
規
定
す
る
。
企
業
内
の
さ
ま
ざ
ま
の
労
働
を
こ
の
標
準

と
経
験
的
に
比
較
し
て
、
た
と
え
ば
A
労
働
の
一
労
働
日
は
へ
三
分
で
あ
り
B
労
働
の
一
労
働
日
は
八
分
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
評
価
す

る
。
各
労
働
者
の
『
定
額
」
は
、
一
ヵ
月
三
〇
〇
分
と
い
う
よ
う
に
『
⊥
分
』
で
あ
た
え
ら
れ
、
そ
の
賃
金
は
基
準
賃
率
に
達
成
し
た
『

工
分
』
数
を
乗
じ
た
額
が
基
本
と
な
る
。
こ
の
制
度
は
、
前
者
に
く
ら
べ
て
そ
の
厳
密
な
科
学
的
生
産
管
理
組
織
に
対
す
る
適
合
性
に
お

い
て

ず
っ
と
劣
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
『
定
額
」
管
理
を
軸
と
す
る
社
会
主
義
的
生
産
管
理
に
対
し
て
初
歩
的
に
適
合
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
そ
の
技
術
水
準
の
向
ヒ
に
比
例
し
て
し
だ
い
に
厳
密
な
客
観
的
な
『
定
額
』
設
定
へ
発
展
す
る
可
能
性
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
。

　

さ
て
、
生
産
管
理
の
主
軸
で
あ
る
『
定
額
」
管
理
は
、
通
常
賃
金
計
算
・
原
価
計
算
の
手
段
を
か
ね
た
各
種
形
式
の
伝
票
が
生
産
物
と

　
一
諸
に
検
査
部
門
を
通
過
す
る
こ
と
に
チ
エ
ツ
ク
さ
れ
、
そ
の
記
録
を
判
断
し
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

’
の
現
行
の
具
体
的
な
諸
制
度
に
か
ん
し
て
は
、
や
は
り
か
っ
て
論
述
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
　
『
転
廠
」
後
の
手

工
業

は
、
国
営
企
業
に
お
け
る
管
理
制
度
を
モ
デ
ル
と
し
、
そ
の
管
理
技
術
の
発
展
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
●

　

た
だ
現
段
階
に
お
い
て
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
近
代
化
さ
れ
た
国
営
工
業
と
『
転
廠
』
手
工
業
の
間
に
な
お
か
な
り
の
管
理
技
術
水
準

の

落
差
が

あ
る
の
で
、
　
両
者
の
定
額
管
理
制
度
の
間
に
は
大
ま
か
に
い
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
だ
ろ
う
。
　
ナ
な
わ
ち
、
　
『
転

廠
」
期
手
工
業
に
お
け
る
生
産
組
織
は
、
ま
だ
近
代
的
国
営
工
業
ほ
ど
極
度
の
分
業
化
が
お
し
す
す
す
め
ら
れ
て
い
ず
、
全
生
産
過
程
を

　
一
貫
す
る
大
が
か
り
な
コ
ン
ベ
ア
・
シ
ス
デ
ム
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
生
産
組
織
の
形
態
は
、
生
産
過
程
を
国
営
工
業
よ
り
も
ず

つ

と
大
ま
か
で
数
少
く
な
い
工
程
に
わ
け
て
分
業
し
各
工
程
ご
と
の
労
働
者
集
団
の
申
で
は
、
従
来
の
手
工
業
的
な
技
術
的
伝
統
を
も
っ

た
協
業
形
態
が
保
存
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
が
多
い
。
い
わ
ゆ
る
『
小
流
水
・
小
組
分
業
』
形
態
で
あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
で
は
、
国
営
工

　
　
　
　
中
国
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
四
七
（
二
九
三
）



蚤

　
　
　
　
中
国
手
工
業
合
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
管
躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
一
四
八
（
二
九
四
）

業
で
採
用
さ
れ
て
い
る
工
程
進
行
票
（
『
進
程
単
』
）
と
労
、
働
旨
生
産
量
服
告
書
と
の
結
合
に
よ
る
管
理
制
度
を
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
主
と
し
て
作
業
票
形
式
　
（
『
L
作
単
』
・
『
∫
票
』
。
『
施
工
単
」
。
『
派
五
単
」
等
に
よ
る
も
の
）
の
管
理
制
度
を
モ

デ
ル

と
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
．
こ
の
作
業
票
形
式
は
、
各
労
働
者
ご
と
に
そ
の
労
働
対
象
の
さ
ま
ざ
ま
の
加
工
過
程
を
一
括
し
て
発
行
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
生
産
紅
織
に
適
合
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
そ
の
様
式
か
ら
し
て
、
拝
理
技
術
の
水
準
の
急
速
な

向
ト
を
必
要
と
す
る
『
転
廠
』
期
の
4
産
管
理
制
度
と
し
て
も
適
合
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
経
営
形
態
の
保
持
が
必
要
な
特

殊
抜
芸
手
に
業
・
あ
る
い
は
修
輝
サ
ー
ビ
ス
r
工
業
に
お
け
る
補
負
賃
金
制
度
／
1
し
も
容
易
に
結
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
し
た
が
っ

て
、
　
『
転
廠
』
期
ア
工
業
に
お
け
る
『
定
額
』
管
理
は
、
発
展
段
階
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
の
形
式
の
作
業
票
を
中
心
と
し
た
制
慶
が
採
用

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
　
『
評
工
記
分
』
の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
　
管
理
壬
段
と
し
て
は
、
　
作
業
票
を
最
も
簡
単
化
し
た
と
こ
ろ
の
・

各
労
働
音
ご
と
に
通
常
一
ヵ
月
一
，
枚
の
カ
ー
ド
式
の
・
作
業
時
聞
記
録
票
（
『
L
時
記
録
単
』
）
を
か
ね
た
出
勤
膏
理
表
を
用
い
る
こ
と

に

よ
っ
て
こ
と
た
り
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
九
年
一
〇
月
稿
）

山）

合
作
化
以
前
の
手
工
業
者
二
〇
〇
〇
万
人
の
う
ち
、
生
産
手
段
生
産
者
二
五
．
七
％
生
活
手
段
生
産
者
七
四
．
三
％
、
分
布
情
況
か
ら
い
、
凡
ぱ
、

都
市
お
よ
び
そ
の
闘
辺
三
六
・
五
％
農
村
六
三
・
五
％
、
沿
海
地
域
四
六
％
内
陸
地
域
五
四
％
、
全
国
農
民
の
需
要
工
業
製
品
中
の
す
く
な
く
と
も

六
〇
～
七
〇
％
、
中
国
の
対
外
輸
出
品
の
二
〇
～
．
．
一
〇
％
は
手
L
裳
製
品
で
あ
っ
た
。
傅
石
霞
『
論
我
国
弄
£
業
在
国
民
経
済
中
的
作
用
』
　
（
大
公

報
・
五
九
・
ヒ
・
↓
ヒ
）
お
よ
び
凶
文
経
湖
中
国
社
会
主
義
に
業
化
』
．
ヒ
九
～
八
〇
頁
。



吻
　
趙
芸
文
『
新
中
国
的
工
業
』
一
〇
九
頁
。

③
　
郵
潔
『
中
国
手
工
業
社
会
主
義
改
造
的
初
歩
総
結
』
七
五
頁
。

④

酵
暮
橋
『
社
会
主
義
経
済
的
高
速
度
和
按
比
例
発
展
』
新
華
半
月
刊
五
九
年
第
二
期
・
三
～
五
頁
、
『
北
京
部
分
経
済
r
作
音
和
経
済
理
論
E
作

　
者
座
談
国
民
経
済
高
速
度
和
按
比
例
発
展
問
題
』
経
済
研
究
五
九
年
第
二
期
．
三
九
頁
参
照
。

⑤

　
人
民

日
報
社
論
『
迅
速
恢
復
和
発
展
手
に
業
小
商
晶
的
生
産
』
　
（
人
民
目
報
．
五
九
．
六
．
三
〇
）

⑥

郵
潔
・
前
掲
萬
・
七
八
貞
、
五
七
年
冬
か
ら
充
八
ザ
春
に
か
け
て
『
祝
祭
H
も
日
曜
日
も
休
ま
ず
毎
日
残
業
で
ト
三
～
十
四
時
間
労
働
と
な
っ

　
た
。
」

⑦

都
潔
・
前
掲
占
．
七
六
頁

⑧
⑨
郡
潔
・
前
掲
書
・
七
九
頁

⑩

郵
潔
・
前
掲
書
∴
〇
一
．
貞

⑪

郵
潔
・
前
掲
謡
・
九
三
頁

⑫
礪
O
都
潔
・
前
掲
書
．
一
〇
二
頁

⑮
　
郵
潔
・
前
掲
執
∵
↓
〇
九
頁

⑭
　
前
掲
　
五
九
・
六
・
三
〇
付
　
人
民
日
奴
社
論

⑰
　
た
と
え
ば
、
前
掲
人
民
臼
報
社
論
の
ほ
か
に
、
大
公
報
「
群
策
群
力
、
知
難
猛
准
、
力
争
高
産
優
質
匹
．
『
拡
大
服
務
項
口
、
尽
力
便
利
居
民
」

　
（
五
九
・
六
・
一
五
）
、
人
民
日
報
蜘
更
好
地
発
揮
地
方
L
業
的
作
川
L
　
（
六
・
二
六
）
、
　
『
自
力
更
生
輔
以
外
援
改
善
副
食
晶
供
応
、
統
静
兼
顧

　
A
、
面
按
排
恢
復
発
展
手
工
業
』
　
（
六
・
三
〇
）
、
大
公
報
「
手
に
裳
恢
復
発
展
、
衣
食
住
行
都
方
便
」
　
（
七
．
七
）
、
　
『
手
五
業
蓄
光
栄
帰
隊
、
為

　
人
民
増
塵

日
用
品
』
・
『
譲
手
に
業
欣
欣
向
栄
、
譲
小
商
晶
源
源
上
市
レ
　
（
七
・
一
五
）
．
『
積
極
解
決
手
工
業
原
料
材
料
供
応
問
題
』
．
『
論
我

　
国
手
τ
業
在
国
民
経
済
申
的
作
用
』
　
（
ヒ
・
一
七
）
、
　
匹
女
徽
四
川
各
級
党
委
加
強
領
導
大
猟
手
工
業
生
産
立
竿
見
範
』
　
（
七
．
二
六
）
、
等
等
、

　
い
ず
れ
も
最
上
段
兇
出
し
の
社
説
・
倫
文
。
解
説
記
事
お
よ
び
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

⑮
　
　
『
安
徽
采
取
帰
・
建
。
嘆
∴
罫
指
施
小
商
晶
産
羅
提
高
品
種
増
加
腸
、
　
『
四
川
机
構
恢
復
人
員
設
備
帰
隊
切
実
安
排
原
材
料
供
応
匹
　
（
大
公
報
．

　
五
九
・
七
・
二
六
）

　
申
国
手
工
業
A
甲
作
社
の
『
転
廠
』
期
に
お
け
る
生
産
纏
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
、
四
九
（
二
九
五
）



　
申
園
手
工
業
合
作
社
の
「
転
極
期
に
お
け
る
化
惇
理
－
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
（
二
九
六
）

⑲

　
錦

ー
4
．
前
掲
書
．
四
〇
～
四
一
頁

⑳

中
央
手
工
裳
管
理
局
編
『
遼
寧
省
沈
陽
．
安
東
二
市
和
女
東
・
鳳
城
二
県
手
工
業
合
作
社
調
査
資
料
』
四
四
～
四
八
頁

⑳

　
『
社
会
主
義
的
崖
産
管
理
は
：
：
：
・
．
，
、
生
産
の
機
構
と
管
理
の
機
構
と
の
す
べ
て
の
環
で
単
独
責
任
制
が
堅
実
に
し
っ
か
り
と
お
こ
な
わ
れ
る
こ

　
と
を
前
提
と
す
る
。
単
独
貸
任
制
は
、
国
営
の
社
会
主
義
企
業
を
管
理
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
法
は
大
衆
が
労
働
過
程
の
指
導
者
の
単
一
の

　
意
志
に

服
従
す

る
こ
と
を
も
と
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
生
産
過
程
で
の
大
衆
の
広
範
な
創
意
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
』
ソ
同
盟
科
学
院
『
経
済
学

　
教
科
書
』
邦
訳
第
三
分
冊
七
四
三
頁

㊧

　
拙
稿

∵
甲
国
国
営
企
業
に
お
け
る
労
務
管
理
』
山
日
経
済
学
雑
誌
第
九
巻
第
二
日
σ
所
載

⑳

　
中
央
手
〔
業
管
理
局
編
．
前
掲
降
冨
．
一
九
～
．
一
〇
頁
、
　
申
央
手
に
業
管
理
局
・
北
京
市
手
［
業
管
理
局
合
編
『
北
京
市
手
工
業
合
作
化
調
査
資

　
料
』
二
〇
～
二
二
頁

⑳
　
郵
潔
・
前
掲
書
・
八
九
頁

鋤
⑳
中
央
手
E
業
管
理
局
編
・
前
掲
酷
・
一
、
八
～
．
一
九
貞

⑳
　
中
央
手
旺
業
管
理
局
編
・
前
掲
井
・
六
症
～
ヒ
、
頁

⑳
　
拙
稿
「
人
民
公
社
に
お
け
る
生
産
．
労
働
．
戊
果
分
配
の
管
理
i
人
民
公
社
の
経
営
管
埋
に
つ
い
て
（
［
ー
）
」
山
口
経
済
学
雑
誌
第
↓
○
醤
第

　
六
号
所
載

⑳

　
拙
桐

「
中
国
国
営
企
業
に
お
け
る
賃
金
管
理
』
現
代
中
国
第
｝
．
．
四
場
所
載


